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特集

これまでと、これからと
～倉吉市・羅

ナ ジ ュ

州市　姉妹都市交流３０周年～

▲新たな交流宣言に署名した両市の代表。
　左から、福谷直美倉吉市議会議長、広田一恭倉吉市長、尹

ユン
炳
ビョンテ
泰羅州市長、李

イ
湘
サンマン
晩羅州市議会議長

問観光交流課（あ２２ー８１５２／い２２ー８１３６）

１９９３年に倉吉市と韓国・羅州市が国際都市間姉妹結縁協約を締結してから、
今年で３０年になります。

これを記念して、１１月６日（月）・７日（火）には羅州市長・市議会議長をはじめ
羅州市から７人が倉吉市を訪問されました。
両市のこれまでの交流のあゆみと、

交流事業に関わってきた人たちの思いなどを紹介します。

【表紙写真】（上列左から）倉吉市の花「ツツジ」、倉吉市の木「ツバキ」、羅州市の木「イチョウ」、羅州市の花「ナシ」／
（中央左上から）レセプションでの鏡開き、学生ダンスグループ「ＧａＢ（ガブ）」、市役所本庁舎で挨拶を交わす
広田倉吉市長（左）と尹羅州市長（右）、韓国の伝統芸能「プンムルノリ」、小学生とハイタッチを交わす訪問団／
（下列左から）交流給食での記念写真、握手する広田倉吉市長と尹羅州市長、ＧａＢに記念品を贈呈する尹市長
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　初めての日本で、訪問地が姉妹都市の倉吉になっ
たことをうれしく思います。きれいな町並み、よく
保存されている白壁土蔵群を歩きながら、倉吉はと
ても美しい都市だと思いました。
　羅州市は大韓民国湖南（韓国南西部）の中心拠点で
す。２千年に渡る歴史や文化を基にさまざまな観光
地、グルメなどを楽しめる文化芸術観光都市という
未来を描いています。また、人的・物的インフラを
活用し、最先端エネルギー関連企業を誘致するため
に力を注いでいます。
　今回の訪問で羅州市と倉吉市が姉妹都市になった
理由がよくわかりました。梨をはじめとする特産品
が同じというところはもちろん、少子高齢化・人口
減少問題など抱えている課題も同じでまるで双子の
ようだと感じました。そして食べ物がおいしいのも
外せません。
　私と広田市長が署名した交流宣言の内容通り、両
市の主要産業である農業分野をはじめとする経済分
野、スポーツ分野、文化芸術分野、教育分野の交流
を続けていきたいと思います。
　今まで３０年間絶えることなく交流を続けてきま
したが、今後はその倍の
６０年、また１００年続
くような交流をやってい
きたいと思います。
　皆さまの暖かい歓迎を、
より成長した羅州市で来年
お返ししたいと存じます。
ありがとうございました。

　羅州市とは、１９９３年に姉妹都市協定を締結し
て以来、さまざまな分野において、行政はもちろん
市民レベルで活発な交流が行われてきました。３０
年という長きに渡り、両市の交流をここまで続けて
こられたのは、これまで交流に携わってこられた多
くの市民の皆さまの熱意とご尽力のおかげです。関
係者の皆さまに深く敬意を表するとともに、心から
感謝申し上げます。
　羅州市との交流は、両市の緯度がほぼ同一線上に
位置し、気候、風土がよく似ていること、農業を中
心とした特産物も多く、特に梨については両市とも
力を入れていることなど、多くの共通点があったこ
とから始まりました。近年では新型コロナウイルス
感染症の拡大により、対面交流が非常に困難となっ
た場面もありましたが、今年１０月２５日には米子
ソウル便が再開するなど、対面交流再開の道が開か
れました。
　この度は、尹

ユン
市長をはじめとした羅州市の方々を、

本市にお迎えし、羅州市・倉吉市国際都市間姉妹結
縁協定３０周年記念式典で、新たな交流宣言を交わ
しました。改めて両市の交流が活発になっていくこ

とを期待しています。
　今後ともこの交流が両
市民にとって相互の発展
や友好親善に一層寄与す
るものとなりますように、
交流事業へのご理解とご
協力をいただきますよう
お願い申し上げます。
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・�

鳥
取
短
期
大
学
訪
問
団
が
羅
州
市
、
東
新
大
学
を
表
敬
訪

問（
２
月
）

・�

県
中
部
サ
ッ
カ
ー
協
会
と
羅
州
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
シ
ニ
ア

チ
ー
ム
が
羅
州
市
で
交
流
会
実
施（
６
月
）

・�

羅
州
市
小
学
生
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
が
倉
吉
市
で
サ
ッ
カ
ー

交
流
会（
８
月
）

・�

姉
妹
都
市
結
縁
10
周
年
記
念
式
典
を
倉
吉
市
で
実
施（
９
月
）

・�

倉
吉
市
長
が
羅
州
市
長
表
敬
訪
問
・
市
小
学
生
が
羅
州
市

で
サ
ッ
カ
ー
交
流（
８
月
）

・�

国
民
文
化
祭
で
羅
州
市
の
小
学
生
が
伝
統
舞
踊
を
披
露
・

日
韓
親
善
交
流
の
翼
事
業
で
48
人
の
訪
問
団
が
羅
州
市
を

訪
問（
11
月
）

・�

倉
吉
パ
ー
ク
ス
ク
エ
ア
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
に
羅
州
市
長

ほ
か
招し

ょ
う
へ
い聘（
４
月
）

・�

第
３
回
職
員
相
互
派
遣
事
業（
６
月
）

・�

第
２
回
職
員
相
互
派
遣
事
業（
５
月
）

・�

羅
州
市
小
学
生
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
、
中
学
生
友
好
交
流
団

来
倉（
８
月
）

・�

農
業
関
係
者
訪
問
団
来
倉（
９
月
）

・�

第
１
回
職
員
相
互
派
遣
事
業（
５
月
）

・�

羅
州
市
民
の
日
記
念
行
事
、
姉
妹
都
市
結
縁
記
念
式
典

に
出
席（
10
月
）

・�

羅
州
市
議
会
議
員
訪
問
団
来
倉（
11
月
）

・�

羅
州
市
長
就
任
式
表
敬
訪
問（
７
月
）

・�

倉
吉
市
で
結
縁
５
周
年
記
念
式
典
開
催（
10
月
）

・�

羅
州
市
訪
問
団
来
倉「
山
陰・夢
み
な
と
博
」視
察
な
ど（
８
月
）

・�

羅
州
市
農
業
視
察
団
来
倉（
12
月
）

・�

羅
州
市
議
会
訪
問
団
が
友
好
訪
問（
７
月
）

・�

米
子
空
港
発
チ
ャ
ー
タ
ー
便
に
よ
る
倉
吉
市
民
の
羅
州
市

訪
問
・
羅
州
市
中
学
校
友
好
親
善
訪
問
団
受
入（
８
月
）

・�

倉
吉
市
・
羅
州
市
友
好
親
善
交
流
中
学
生
派
遣
・
倉
吉

市
議
会
羅
州
市
表
敬
訪
問（
８
月
）

・�

く
ら
よ
し
女
子
駅
伝
に
羅
州
市
中
学
校
女
子
チ
ー
ム
出

場（
10
月
）

・�

上
北
条
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
が
羅
州
市
で
サ
ッ
カ
ー
交

流（
８
月
）

・�

国
際
都
市
間
姉
妹
結
縁
協
約
締
結（
４
月
）

・�

国
際
姉
妹
都
市
提
携
協
定
締
結（
７
月
）

・
農
業
博
覧
会
に
受
入（
８
月
）

活発な交流に期待しています
倉吉市長　広田一恭

１００年続く両市の交流を
羅州市長　尹

ユン
炳
ビョンテ

泰

▼交流のあゆみ①
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２００９ ２００８ ２００７ ２００６ ２００５ ２００４
・�

羅
州
市
の
小
中
学
生
が
市
内
の
小
中
学
生
と
異
文
化
交

流
の
た
め
来
倉（
７・８
月
）

・�

羅
州
市
職
員
が「
鳥
取
二
十
世
紀
梨
記
念
館
」の
視
察
な
ど

で
来
倉
・
羅
州
市
の
東
新
大
学
地
域
特
性
化（
Ｒ
Ｉ
Ｓ
）事

業
団
が
来
倉（
４
月
）

・�

羅
州
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
シ
ニア
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
が
来
倉（
６
月
）

・�

県
中
部
サ
ッ
カ
ー
協
会
と
羅
州
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
シ
ニ
ア

チ
ー
ム
が
羅
州
市
で
交
流
事
業
実
施（
６
月
）

・�

羅
州
初
等
学
校「
チ
ャ
ム
サ
ラ
ン
国
楽
団
」来
倉（
７
月
）

・�「
韓
国
羅
州
の
歴
史
と
文
化
を
研
究
す
る
会
」第
２
次
調
査

事
業
の
た
め
羅
州
市
訪
問（
９
月
）

・�

倉
吉
市
議
会
議
員
が
行
政
視
察
の
た
め
羅
州
市
を
訪
問

（
10
月
）

・�

羅
州
市
職
員
が
県
内
梨
関
連
施
設
見
学
と
市
長
表
敬
訪
問

（
11
月
）

・�「
羅
州
市
東
新
大
学
地
域
革
新
特
性
化
事
業
団
」が
来
倉

（
１
月
）

・�

鳥
取
短
期
大
学
学
生
が
羅
州
大
学
を
訪
問
韓
国
光
州
Ｍ
Ｂ

Ｃ
放
送
が
梨
の
先
進
的
な
取
り
組
み
を
県
内
取
材（
９
月
）

・�「
打
吹
童
子
ば
や
し
」羅
州
市
訪
問
・「
羅
州
市
東
新
大
学

地
域
革
新
特
性
化
事
業
団
」が
来
倉（
10
月
）

・�

羅
州
市
東
新
大
学
語
学
学
科
教
授
ほ
か
羅
州
市
霊
安
郡
梨

農
家
来
倉（
12
月
）

・�

倉
吉
市
長
が「
第
６
回
政
府
革
新
世
界
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
世

界
自
治
体
首
長
会
議
」（
ソ
ウ
ル
）に
出
席（
５
月
）

・�

羅
州
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
シ
ニ
ア
チ
ー
ム
来
倉
・
羅
州
市
民

と
職
員
が
農
産
物
の
生
産
と
流
通
シ
ス
テ
ム
視
察
の
た
め

来
倉（
７
月
）

・�

羅
州
市
少
年
硬
式
野
球
チ
ー
ム
が
来
倉（
８
月
）

・�

鳥
取
短
期
大
学
学
生
が
羅
州
大
学
を
訪
問（
９
月
）

・�「
環
日
本
海
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
」に
羅
州
市
の

大
学
生
参
加
・
羅
州
市「
栄
山
江
文
化
祭
」に
市
議
会
議
長

ほ
か
３
人
参
加（
10
月
）

・�

羅
州
市
の
梨
農
家
と
農
協
職
員
が
梨
関
連
施
設
を
視
察

（
12
月
）

・�

韓
国
羅
州
の
歴
史
と
文
化
を
研
究
す
る
会
が
羅
州
市
を
訪
問・

鳥
取
短
期
大
学
学
生
が
羅
州
大
学
を
訪
問
JA
鳥
取
中
央
選

果
場
職
員
と
市
内
の
梨
生
産
者
が
羅
州
市
訪
問（
９
・
10
月
）

・�「
環
日
本
海
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
」に
羅
州
市
大

学
生
参
加（
11
月
）

▼交流のあゆみ②

　
私
と
羅
州
市
と
の
原
点
は
29
年
前
の
１
９
９
４

年
で
し
た
。
当
時
監
督
を
し
て
い
た
市
内
小
学
校

サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
子
ど
も
た
ち
が
、
海
外
の
子

ど
も
た
ち
と
触
れ
合
う
こ
と
で
国
際
意
識
を
少
し

で
も
学
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
羅
州
市
と

の
交
流
を
企
画
し
ま
し
た
。
開
催
ま
で
に
多
く
の

課
題
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
う
に
か
実
現
す
る
こ

と
が
で
き
、
当
時
協
力
い
た
だ
い
た
両
市
と
交
流

先
の
皆
さ
ん
に
は
感
謝
の
気
持
ち
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
後
、
羅
州
市
と
の
サ
ッ
カ
ー
を
通
し
た

交
流
は
９
回
を
数
え
ま
し
た
が
、
２
０
１
９
年
に

訪
韓
を
前
に
日
韓
関
係
の
悪
化
か
ら
急
き
ょ
中
止

と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
姉
妹
締
結
を
し
て
か
ら
30
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
あ
っ
と
い
う
間
の
よ
う
な
、
長
い
よ
う
な

時
で
し
た
。
国
際
的
な
問
題
に
よ
り
交
流
が
中
断

し
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
両
市
が
行
っ
て
き

た
官
民
の
交
流
は
、
お
互
い
の
友
情
と
信
頼
関
係

を
確
実
に
築
い
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

多
く
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、
お
互
い
の
異

な
っ
た
文
化
・
習
慣
・
価
値
観
を
理
解
し
友
情
を

は
ぐ
く
み
次
代
を
担
う
子
ど
も
達
に
地
球
規
模
で

の
多
文
化
共
生
を
学
ぶ
機
会
を
。
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
の
団
体
、
経
済
・
農
業
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
世
代
を
超
え
た
交
流
を
期
待
し
、
微
力
な
が
ら

後
押
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
交
流
を
継
続
す
る
秘
訣
は
、
楽
し
む
こ
と
・
ふ

れ
あ
う
こ
と
・
無
理
を
し
な
い
こ
と
。
こ
れ
か
ら

も
羅
州
市
と
の
民
間
交
流
の
機
会
を
提
供
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
是
非
気
軽
に
ご
参
加
を
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
ご
無
沙
汰
し
て
お
り

ま
す
。
昨
年
12
月
ま
で
交
流
員
を
務
め
て
い
た
鄭

然
旭
で
す
。

　
こ
の
度
は
、
倉
吉
市
と
羅
州
市
の
姉
妹
都
市
交

流
30
周
年
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
姉

妹
都
市
交
流
20
周
年
と
25
周
年
の
際
に
は
、
担
当

者
と
し
て
現
場
に
立
ち
慌
た
だ
し
く
過
ご
し
て
い

ま
し
た
が
、
30
周
年
は
倉
吉
の
一い
ち

市
民
と
し
て
、
た

だ
祝
え
る
よ
う
に
な
り
、
な
に
か
感
慨
深
い
で
す
。

　
韓
国
に
い
る
時
は
羅
州
市
に
縁
が
な
く
訪
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
交
流
員
に
な
っ

て
か
ら
交
流
の
た
め
に
何
回
も
訪
問
し
、
羅
州
市

これからも交流の機会を
提供していきます
鳥取県中部地区日韓親善協会会長

亘
わたり

　寛
ひろゆき

之さん

姉妹都市提携３０周年を迎えて　交流経験者の思い

羅州の歴史と伝統、
豊かな自然に触れました

元倉吉市国際交流員
鄭
チョン

　然
ヨンウック

旭さん
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２０１９ ２０１８ ２０１７ ２０１６ ２０１５ ２０１４ ２０１３ ２０１２ ２０１１ ２０１０
・�

市
職
員
２
名
ほ
か
が
羅
州
市
を
訪
問
し
、
経
済
関
連
施
設
の

視
察
・
経
済
界
交
流
の
あ
り
方
に
つ
い
て
意
見
交
換（
５
月
）

・
羅
州
市
シ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
来
倉（
４
月
）

・�

市
内
中
学
生
が
羅
州
市
中
学
生
と
異
文
化
交
流
の
た
め
羅

州
市
訪
問（
７・８
月
）

・�

国
際
姉
妹
都
市
結
縁
25
周
年
記
念
式
典
出
席
等
の
た
め
倉

吉
市
長
、
市
議
会
議
長
、
市
議
会
議
員
、
市
民
交
流
団
が

羅
州
市
訪
問
・
羅
州
市
に
て
交
流
宣
言
を
行
う（
10
月
）

・�

羅
州
市
中
学
生
が
市
内
中
学
生
と
異
文
化
交
流
の
た
め
来

倉（
８
月
）

・�

羅
州
市
副
市
長
と
市
民
交
流
団（
防
災
・
高
齢
者
介
護
・
男

女
共
同
参
画
・
文
化
芸
術
関
係
者
）が
来
倉（
11
月
）

・�

市
内
の
中
学
生
が
羅
州
市
の
中
学
生
と
異
文
化
交
流
の
た

め
羅
州
市
訪
問（
７・８
月
）

・
市
民
交
流
団
が
羅
州
市
を
訪
問（
11
月
）

・�

羅
州
市
中
学
生
が
市
内
中
学
生
と
異
文
化
交
流
の
た
め
来

倉（
７・８
月
）

・�

姜カ
ン
仁イ

ン
ギ
ュ圭
市
長
が
倉
吉
市
長
と
会
談
の
た
め
来
倉
・
羅
州
市�

�

の
メ
ロ
ン
生
産
者
と
農
業
関
係
者
が
来
倉（
10
月
）

・�

羅
州
市
の
中
学
生
が
市
内
の
中
学
生
と
異
文
化
交
流
の
た

め
来
倉（
１
月
）

・
市
韓
食
倶
楽
部
が
羅
州
市
訪
問（
11
月
）

・�

市
内
中
学
生
が
羅
州
市
の
中
学
生
と
異
文
化
交
流
の
た
め

羅
州
市
訪
問（
12
月
）

・�

羅
州
市
の
梨
生
産
者
と
農
業
関
係
者
が
来
倉（
８
月
）

・
市
民
交
流
団
が
羅
州
市
を
訪
問（
11
月
）

・�

ジ
ュ
ニ
ア
女
子
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
が
羅
州
市
訪
問（
３
月
）

・�

羅
州
市「
梨
の
花
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」来
倉（
６
月
）

・�

羅
州
市「
ウ
リ
飲
食
研
究
会
」会
員
が
来
倉
・
市
内
小
中
学

生
が
羅
州
市
の
小
中
学
生
と
異
文
化
交
流
の
た
め
羅
州
市

訪
問（
７
月
）

・�

羅
州
市
農
業
関
係
公
務
員
と
専
門
家
が
県
中
部
地
区
の
梨

選
果
場
を
視
察（
９
月
）

�・�

羅
州
市
の
小
中
学
生
が
市
内
の
小
中
学
生
と
異
文
化
交
流

た
め
来
倉（
８
月
）

・
羅
州
市
民
訪
問
団
が
来
倉（
９
月
）

・�

市
内
小
中
学
生
が
羅
州
市
の
小
中
学
生
と
異
文
化
交
流
の

た
め
羅
州
市
訪
問（
７・８
月
）

・�

県
中
部
地
区
日
韓
親
善
協
会
が
羅
州
市
訪
問
・
羅
州
市
役

所
に
て
交
流
宣
言
を
行
う（
11
月
）

11月７日（火）西郷小学校にて
交流給食を行いました

▼交流のあゆみ③

羅州市との交流は、さまざまな分野において、あらゆる世代の人が関わっています。
３０周年を機に、皆さんも普段では味わうことのできない文化や習慣に触れてみませんか。

の
歴
史
と
伝
統
、
豊
か
な
自
然
に
触
れ
、
ま
た
近

年
は
韓
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
中
心
と
し
て
発

展
し
て
い
く
姿
を
み
て
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
、

両
市
と
両
市
民
が
仲
良
く
、
末
永
く
交
流
を
続
け

て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
現
在
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
利
用
で
き
る

コ
ン
テ
ン
ツ
の
ロ
ー
カ
ラ
イ
ズ*

に
か
か
わ
る
仕

事
を
や
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
仕
事
を
し
な
が
ら
、

羅
州
市
と
の
交
流
を
は
じ
め
、
韓
国
語
講
座
、
異

文
化
理
解
講
座
、
コ
ラ
ム
の
執
筆
な
ど
、
倉
吉
市

の
交
流
員
と
し
て
学
ん
だ
も
の
が
、
い
か
に
役
に

立
っ
て
い
る
の
か
を
強
く
実
感
し
て
い
ま
す
。
私

を
大
き
く
成
長
さ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
倉
吉
市
と
市

民
の
皆
さ
ん
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
カ
ム
サ
ハ
ム
ニ
ダ
！

　
ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
。
私
は
中
学
生
の
時
、
羅

州
市
と
の
交
流
事
業
に
３
回
参
加
し
ま
し
た
。

　

１
回
目
は
私
が
実
際
に
羅
州
市
に
訪
れ
ま
し

た
。
現
地
の
学
生
と
交
流
し
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
も

し
ま
し
た
。
初
め
て
韓
国
に
友
達
が
で
き
、
中
に

は
今
で
も
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
る
子
も
い
る
の

で
、私
に
と
っ
て
は
大
き
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
回
目
の
交
流
で
は
倉
吉
に
学
生
が
来
て
共
に

行
動
し
、
交
流
を
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
日
本

を
知
ろ
う
と
し
て
く
れ
る
姿
を
見
て
、
自
分
も
韓

国
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
と
思
い
、
高
校
生

で
１
年
間
、
韓
国
の
高
校
に
留
学
を
し
ま
し
た
。

　
３
回
目
は
羅
州
市
民
の
方
と
交
流
し
、
現
地
の

歴
史
的
建
造
物
な
ど
を
見
学
し
た
た
め
更
に
羅
州

市
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
羅
州
市
と
の
交
流
を
き
っ
か
け
に
、
自
分
を
大

き
く
成
長
さ
せ
る
経
験
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も

こ
う
い
っ
た
経
験
を
交
流
事
業
な
ど
で
活い

か
す
こ

と
が
で
き
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

（尹
ユン
炳
ビョンテ
泰　羅州市長より）

　学校に着いた瞬間からかわいい
子どもたちが手を振りながら明る
い声で「アンニョンハセヨ！」と挨
拶をしてくれて心が温まりました。
　６年生と一緒に話しながら食べ
ましたが、韓国料理が出て感動し
ました。子どもたちに韓国を接す
るきっかけを作ってくださった関
係者の皆さまに感謝申し上げます。
　まだ小さい１年生から直接給食
を運び、配食をする姿は自立精神
を養う素晴らしい食育だと感じま
した。お互い食べ物の好みや食べ
る量について配慮する姿に、子ど
もたちの仲の良さも感じました。
　特に両市の特産物である梨と一
緒に３年生が育てた柿をいただきま
したが、ただでさえおいしいのに子
どもたちが頑張って作ったと思った
らより一層おいしく感じました。

私
に
と
っ
て

大
き
な
経
験
と
な
り
ま
し
た

中
学
生
・
民
間
交
流
経
験
者 

Ａ
さ
ん

＊�ローカライズ…ある特定の地域や文化・言語に合わせて
製品やサービスを適応させること。

（5）（5）令和 5.12令和 5.12



◀◀◀◀

市
制
施
行
70
周
年
記
念
式
典
開
催

　

市
制
施
行
70
周
年
を
祝
う
記
念
式
典
が
10
月
29
日（
日
）に
倉
吉
未
来
中
心
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
名
誉
市

民
の
称
号
贈
呈
や
功
労
・
善
行
表
彰
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
和
太
鼓
演
奏
や
子
供
歌
舞
伎
が
披
露
さ
れ
式
典
に
花
を
添
え

ま
し
た
。
ま
た
、
第
19
回
倉
吉
天
女
音
楽
祭
が
同
時
開
催
さ
れ
、
来
場
者
は
４
年
ぶ
り
と
な
る
生
演
奏
に
聞
き
入
り
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

�

問
総
務
課（
あ
22
ー
８
１
１
２
／
い
22
ー
１
０
８
７
）

　
市
表
彰
条
例
に
基
づ
き
、
多
年
に

わ
た
っ
て
、
市
政
の
発
展
と
福
祉
の

向
上
な
ど
に
多
大
な
ご
貢
献
を
い
た

だ
い
た
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。（
敬

称
略
）

功
労
表
彰

市
の
産
業
、
文
化
な
ど
に
関
し
、
そ

の
振
興
、
市
民
福
祉
の
増
進
な
ど
の

た
め
、
特
に
功
労
が
顕
著

保
護
司
と
し
て
更
生
保
護
活
動
及
び
青

少
年
健
全
育
成
に
貢
献

生い
こ
ま駒　

正ま
さ
み美

（
井
手
畑
）

清し
み
ず水　

梅
ば
い
け
い渓

（
仲
ノ
町
）

砂す
な
は
ら

原　

丸ま
る
み美

（
上
井
町
二
丁
目
）

学
校
歯
科
医
と
し
て
保
健
衛
生
の
振
興

発
展
に
貢
献

小お
が
わ川　

育
い
く
な
り成

（
関
金
町
関
金
宿
）

消
防
団
員
と
し
て
災
害
の
防
除
、
生
命･

財
産
の
保
護
に
貢
献

明あ
か
り里　

徹
と
お
る

 

（
谷
）

前ま
え
た田　

一い
ち
ろ
う

郎
（
上
神
）

複
数
年
度
に
わ
た
り
継
続
し
て
寄
附（
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
の
ア
ル
コ
ー
ル
製
剤
）

松ま
つ
い
し
ゅ
ぞ
う

井
酒
造
合ご

う
め
い
が
い
し
ゃ

名
会
社
（
上
古
川
）

善
行
表
彰

市
の
産
業
、
文
化
な
ど
に
関
し
、
そ

の
振
興
、
市
民
福
祉
の
増
進
な
ど
の

た
め
、
特
に
業
績
が
多
大

農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
地
方
自
治
の

振
興
発
展
に
貢
献

筏い
か
だ
つ津　

純
じ
ゅ
ん
い
ち

一
（
尾
原
）

藤ふ
じ
い井　

由ゆ

み

こ

美
子（
関
金
町
大
鳥
居
）

民
生
児
童
委
員
と
し
て
社
会
福
祉
の
増

進
に
貢
献

明あ
け
ば場　

曉あ
け
み美

（
下
古
川
）

石い
し
わ
き脇　

勝か
つ
え江

（
服
部
）

伊い
と
う藤　

茂し
げ
よ代

（
穴
沢
）

岡お
か
も
と本　

和か
ず
お夫

（
丸
山
町
）

吉き
っ
か
わ川　

裕
ゆ
た
か

（
下
余
戸
）

瀨せ

お尾　

学
ま
な
ぶ

（
関
金
町
泰
久
寺
）

武た
け
だ田　

美み

ど

り

登
里
（
山
根
）

椿つ
ば
き

　

知ち

え江
（
東
厳
城
町
）

德と
く
な
が永　

秀ひ
で

（
余
戸
谷
町
）

福ふ
く
い井　

章あ
き
と人

（
清
谷
）

藤ふ
じ
い井　

政
ま
さ
ゆ
き行

（
関
金
町
松
河
原
）

藤ふ
じ
い井　

泰
や
す
の
り則

（
中
野
）

森も
り
も
と

本　

則の
り
お夫

（
駄
経
寺
町
）

山や
ま
お尾　

憲け
ん
じ治

（
志
津
）

山や
ま
だ田　

優
ま
さ
る

（
厳
城
）

山や
ま
も
と

本　

昭
し
ょ
う
い
ち

一
（
上
井
）

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
人
権
擁
護
の
推

進
に
貢
献

山や
ま
も
と

本　

博ひ
ろ
こ子

（
下
田
中
町
）

保
護
司
と
し
て
更
生
保
護
活
動
及
び
青

少
年
健
全
育
成
に
貢
献

小こ
だ
に谷　

寛
ひ
ろ
た
か毅

（
国
分
寺
）

田た
な
か中　

佑
ゆ
う
か
ず和

（
福
庭
）

幼
稚
園
及
び
認
定
こ
ど
も
園
の
園
長
及
び

経
営
者
と
し
て
社
会
教
育
事
業
の
振
興

発
展
に
貢
献

西に
し
だ田　

直す
な
み美

（
関
金
町
山
口
）

学
校
歯
科
医
と
し
て
保
健
衛
生
の
振
興

発
展
に
貢
献

花は
な
い
け

池　

泰
や
す
の
り徳

（
生
田
）

濵は
ま
よ
し

吉　

淳
じ
ゅ
ん
い
ち

一
（
清
谷
町
一
丁
目
）

視
覚
障
が
い
者
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
貢
献

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
あ
り
ん
こ
」（
駄
経
寺
町
）

令和５年度　令和５年度　倉吉市表彰式開催倉吉市表彰式開催

第１９回　倉吉天女音楽祭開催
　

市
出
身
の
ジ
ャ
ズ
・
サ
ッ
ク

ス
奏
者
で
市
観
光
大
使
を
務
め

る
Ｍマ

ル
Ａ
Ｌ
ＴタＡ
さ
ん
の
総
合
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
に
よ
る
倉
吉
天
女
音
楽
祭

を
開
催
し
ま
し
た
。
観
客
は
子
ど
も

た
ち
の
合
唱
や
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ａ
さ
ん
の

ソ
ロ
演
奏
、
県
中
部
の
音
楽
愛
好
家

で
結
成
さ
れ
た
同
音
楽
祭
吹
奏
楽

団
と
の
共
演
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

2023.12（6）



廣川�仁さん（昭和９年生まれ。享年８８歳）

10
人
目
と
な
る
名
誉
市
民
に

　

９
月
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、

令
和
４
年
に
亡
く
な
っ
た
廣
川
仁
さ

ん（
元
・
株
式
会
社
エ
ー
ス
パ
ッ
ク

代
表
取
締
役
会
長
）を
名
誉
市
民
と

す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
10
月
29
日
に
倉
吉
未
来
中
心

で
開
催
さ
れ
た
市
制
施
行
70
周
年
記

念
式
典
に
お
い
て
、
広
田
市
長
よ
り

ご
遺
族
に
称
号
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

市
の
産
業
振
興
に
尽
力

　
米
子
市
に
生
ま
れ
、
幼
少
期
か
ら

高
校
卒
業
ま
で
を
倉
吉
市
で
過
ご

し
、
高
校
卒
業
後
は
大
阪
の
廣
川
紙

業（
現
・
廣
川
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

株
式
会
社
）に
就
職
し
ま
し
た
。

　
昭
和
48
年
、
系
列
会
社
で
あ
る
株

式
会
社
エ
ー
ス
パ
ッ
ク
を
39
歳
で
設

立
し
、
昭
和
62
年
に
は
、
ふ
る
さ
と

倉
吉
へ
の
深
い
思
い
か
ら
、
エ
ー
ス

パ
ッ
ク
倉
吉
本
社
工
場
を
西
倉
吉
工

業
団
地（
秋
喜
）に
竣
工
し
ま
し
た
。

　
現
在
ま
で
に
、
同
工
業
団
地
内
に

３
つ
の
工
場
と
４
つ
の
物
流
セ
ン

タ
ー
を
建
て
、
多
数
の
雇
用
を
創
出

し
、
産
業
振
興
に
尽
く
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
８
年
か
ら
６
年
間
、

倉
吉
地
域
開
発
推
進
委
員
と
し
て
、

産
業
振
興
を
図
る
た
め
の
地
域
開
発

の
あ
り
方
や
企
業
誘
致
へ
の
提
言
を

行
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
に
貢
献
し
た
い

　

企
業
は
地
域

に
貢
献
す
べ
き

と
い
う
強
い
気

持
ち
か
ら
、
第

４
回
倉
吉
・
緑

の
彫
刻
賞
へ

の
寄
付（
平
成

９
年
）を
皮
切

り
に
、
福
祉
用

車
両（
平
成
11

年
）、倉
吉
パ
ー

ク
ス
ク
エ
ア
遊

具（
平
成
12
年
）、
鳥
取
県
中
部
地
震

復
興
支
援（
平
成
28
年
）に
と
エ
ー
ス

パ
ッ
ク
か
ら
寄
付
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
市
民
の
憩
い
の
場
や
福
祉
現
場

の
充
実
や
、
甚
大
な
被
害
を
被
っ
た

地
震
か
ら
の
復
興
に
役
立
て
ら
れ
、

市
民
に
笑
顔
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
に
は
、
80
歳
の
節
目

に
、
お
世
話
に
な
っ
た
倉
吉
市
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
表
し
た
い
と
、
廣

川
さ
ん
個
人
と
し
て
寄
付
を
行
い
ま

し
た
。
寄
付
金
は
ス
イ
カ
農
家
の
若

手
育
成
や
、
鳥
取
和
牛
の
品
質
維
持

向
上
な
ど
、
地
域
産
業
振
興
に
役
立

て
ら
れ
ま
し
た
。

　
常
に“
ふ
る
さ
と
倉
吉
”に
心
を
寄

せ
、多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

廣
ひ ろ か わ

川  仁
ひ と し

 さん（故人）が

倉吉市名誉市民に
　市は、市民または市にゆかりが深く、公共の福祉を増進
したり社会文化の進展に寄与したりして、その功績が卓絶
で市民の尊敬の的と仰がれる人に対し、「倉吉市名誉市民」
の称号を贈り、その功労に報いるとともに、後世までその
功績を顕彰するよう市名誉市民条例で定めています。
　市の産業振興をはじめ文化や社会福祉などに多大な貢献
をされた廣川�仁さんに、名誉市民の称号を贈りました。

廣
川 

仁
さ
ん
の
思
い
出　

第
４
回
倉
吉
・
緑

の
彫
刻
賞（《
時
空
》石

井
厚
生
）の
折
、
整
備

基
金
を
お
願
い
し
た

の
を
思
い
出
す
。
こ
れ

が
倉
吉
市
へ
の
寄
付
の
最
初
と
は
…
。
後
日
、「
設
置
場

所
が
人
目
の
届
き
易
い
と
こ
ろ
が
良
か
っ
た
」と
言
わ
れ

た
の
が
記
憶
に
あ
る
。
２
回
目
の
寄
付
は
、
彼
か
ら
相
談

が
あ
っ
た
。
社
会
福
祉
は
ど
う
か
と
提
案
し
た
の
を
覚
え

て
い
る
。
具
体
的
に
は
市
福
祉
部
と
話
し
合
い
、
形
の
見

え
る
も
の
と
し
て
、
福
祉
用
車
両
整
備
資
金
と
な
っ
た
。

　
同
級
生
は
、
良
い
も
の
で
す
。
終
戦
の
翌
年
、
倉
吉
中

学
校
に
入
学
、
旧
制
中
学
校
最
後
の
生
徒
と
な
り
、
新
制

倉
吉
高
等
学
校
に
進
み
、
６
年
間
共
に
学
ん
だ
。

　
真し

ん
ぎ木（

旧
姓
）と
の
再
会
は
、
平
成
８
年
の
倉
吉
地
域
開

発
推
進
委
員
会
で
あ
っ
た
。
企
業
誘
致
の
た
め
関
西
経
済

同
友
会
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
て
く
れ
、
交
流
が
で
き
多
く

の
示
唆
を
い
た
だ
い
た
の
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　
株
式
会
社
エ
ー
ス
パ
ッ
ク
は
、
昭
和
47
年
に
、
欧
米
を

視
察
し
、
ア
メ
リ
カ
で
見
た
ス
ー
パ
ー
の
販
売
方
式
で
、

食
品
容
器
に
個
別
包
装
さ
れ
た
商
品
が
並
び
、
客
が
カ
ゴ

に
入
れ
て
買
っ
て
い
く
光
景
を
見
て「
日
本
で
も
こ
の
販

売
方
式
に
変
わ
る
」と
直
感
し
、
帰
国
後
、
食
品
容
器
に

関
す
る
情
報
を
収
集
し
て
事
業
計
画
を
立
て
、
昭
和
48
年

に
設
立
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

　
倉
吉
工
場
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
、
廣
川
は
毎
年
倉
吉
に

帰
っ
て
来
た
。
会
え
ば
、
東
日
本
の
生
産
拠
点
と
し
て
の

福
島
工
場
の
新
設
や
災
害
時
に
も
供
給
責
任
が
全
う
で
き

る
生
産
拠
点
の
分
散
化
な
ど
聞
か
さ
れ
た
。
彼
ほ
ど
、
企

業
人
と
し
て
倉
吉
を
愛
し
、会
社
を
愛
し
た
人
は
い
な
い
。

緑の彫刻プロムナードに緑の彫刻プロムナードに
ある《時空》石井厚生ある《時空》石井厚生

秋秋
あきとうあきとう

藤藤��宏宏
ひろゆきひろゆき

之之さんさん
同級生／元倉吉同級生／元倉吉
市助役市助役

倉吉パークスクエアに倉吉パークスクエアに
あるバスケットリングあるバスケットリング
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水道管にも冬支度を
問上下水道局お客様センター（あ２７－１１３２／い２７－１１３３）

業者名 住所 電話 ファクス
上
北
条
㈱ベクト総業 井手畑 26-0739 26-0749
㈲新宮設備 中江 26-0758 26-5607

上井

㈲長谷川商店 清谷町2丁目 27-6000 27-6001
中海工業㈱ 福庭町1丁目 26-4431 26-4414
日ノ丸産業㈱倉吉支店海田東町 26-6811 26-6816
ベクトサービス㈲ 河北町 26-7819 26-7829
成設備㈱ 清谷町1丁目 26-8058 33-4858
伊藤忠エネクスホー
ムライフ西日本㈱�
山陰支店倉吉営業所

上井町1丁目 26-2421 26-2431

西郷 ㈲高橋設備工業所 八屋 26-3281 26-7015

上灘
㈱吉村興産 巌城 23-0800 24-6619
㈱あさひほーむ 昭和町2丁目 23-7272 23-7273
ヨネダ設備商会 昭和町1丁目 22-3535 22-3535

市内の水道事業指定給水装置工事事業者市内の水道事業指定給水装置工事事業者
業者名 住所 電話 ファクス

成徳 ㈱クラエー 宮川町2丁目 27-0210 27-0212
明倫 ㈲ソケット 旭田町 24-0277 24-0278

社

早田設備㈱ 和田東町 22-7571 22-0273
㈲ユアー設備計画 和田 23-3699 23-3979
大和設備倉吉㈱ 和田東町 23-2211 23-2215
㈲美咲 西福守町 48-2900 48-2901
アキ設備 上神 22-6960 22-6960
㈲河本建設 秋喜 28-3452 28-3465

北谷 ㈱ウォーターワークス 大河内 28-5409 28-5408

小鴨
㈲あきやま総業 富海 23-6231 23-6232
タカハシ管工㈱ 西倉吉町 28-5485 24-6993
ヤマグチショウカイ 北野 33-4088 33-4343

▼水道管の凍結を防ぐには
　気温がマイナス４℃以下になる
と、水道管が凍結し破裂すること
があります。水道管の露出してい
る部分を保温材などで保護してく
ださい。保温材には、取り付けが
簡単な市販品もあります。太陽熱
温水器は使用の時期が終わるの
で、水抜きをしてください。
▼水道管が凍結したら
　水道管が凍結して水が出ないと
きは、蛇口を開き、凍結した部分に
タオルや布巾をかぶせ、その上から
ぬるま湯を掛けてゆっくりと溶かし
てください。熱湯を急に掛けると、
水道管が破裂することがあります。
▼水道管が破裂したら
　水道管の凍結破損の多くはパイ
プ部分です。応急措置として、止
水栓を止めて破損したパイプ部分
をのこぎりなどで切断し、木の栓
などを打ち込んでください。止水
栓を止めることができないとき
は、屋内のほかの蛇口を開いて水
圧を下げてから、木の栓を打ち込
んでください。
　雪が降り始めるまでに、止水栓

の位置を確認しておきましょう。
雪が積もっても止水栓の位置が分
かるように、表示板を立てておく
のも一つの方法です。長期間留守
にする場合は、�止水栓を止めてお
くことをお勧めします。
▼水道の屋内修理
　上下水道局では屋内の水道管修
理は取り扱っていません。下表の
指定給水装置工事事業者に、修理
を依頼してください。
�▼年末年始の届け出はお早めに
　上下水道局は１２月２９日（金）
から１月３日（水）まで休業しま
す。休業中に水道を新たに使用す
るときや使用を中止するときは
１２月２７日（水）までに上下水道
局で手続きをしてください。
※�夜間、土日、祝日は受け付けていません。
▼水道の新規使用や中止などは
届け出を
　水道を新たに使用するときや中
止するときは、上下水道局に届け
出が必要です。届け出が遅れたり、
届け出がない場合は、料金トラブ
ルの原因になります。必ず届け出
をしてください。

　届け出は上下水道局お客様セン
ターに来庁するか、様式をファク
スで送ってください。様式は上下
水道局お客様センター（本
庁舎１階）またはホーム
ページで入手できます。
①給水申込
　新たに水道を使用するときは、
使用予定日の前営業日までに給水
申込の届け出をしてください。
②使用中止
　水道の使用を中止するときは、
使用を中止する日の前営業日まで
に使用中止の届け出をしてくださ
い。届け出が遅れたり届け出がな
い場合は、使用されていない期間
でも基本料金がかかります。
③名義変更
　水道の使用者名義が変更になっ
たときや、納付書の送付先が変更
になったときは、なるべく早く変
更の届け出をしてください。

問企画課（あ２２－８１６１い２２－８１４４）

2023.12（8）



ＳＤＧｓとは？
　ＳＤＧｓは、“誰一人取り残さない持続可能な社
会”を実現するために掲げられた世界共通の１７の
目標です。世界の目標というと、遠い世界のことの
ように感じて、難しいものと考えていませんか？
　実はＳＤＧｓは、普段の生活の中で少し気を付け
るだけで、誰でも取り組めるものです。いつもの生
活の中で、いつもより少し考えて、ＳＤＧｓに取り
組んでみませんか。

市に住民登録のある人、出席希望の連絡を受けた人には、１１月下旬に案内状を発送しました。
市に住民登録のない人で、倉吉市はたちのつどいへの出席を希望する人は、社会教育課にご連絡ください。
※�特別な配慮を必要とする場合は、事前にご相談ください。

【対象】平成１５年４月２日～平成１６年４月１日生まれ
問社会教育課（あ２２－８１６７／い２２－８１８０）

倉吉未来中心 大ホール
式典・記念行事　午後１時半～

令和
６年 倉 吉 市 は た ち の つ ど い

インターネット配信を行います
　はたちのつどいの様子を後日配信し
ます。詳細が決まり次第、市ホームペー
ジで配信ＵＲＬなどをご案内します。

１／３　

  水

二十歳の皆さんにお願い
●��入場チケットに必要事項を記入し、
当日持参してください。

●��入場の際に手荷物検査などを行いま
すので、不要な物などは持ち込まな
いようにお願いします。

　打吹公園は、嘉
よしひと
仁皇太子（後の大正天皇）の

倉吉行
ぎょうけい
啓の際、お迎えする場所として、明治

３７年に造園されたんだ。
　写真は、昭和３０年代の羽

はごろも
衣池あたりで花

見を楽しんでいる様子だよ。着物姿の人もい
て時代を感じるね。今も変わらず、市民が集
まるシンボル的存在だね。
問総務課（あ２２－８１１２／い２２－１０８７）

くらよしタイムトラベル④くらよしタイムトラベル④　　打吹公園のようす打吹公園のようす

「ＳＤＧｓ」について考えてみませんか「ＳＤＧｓ」について考えてみませんか
問企画課（あ２２－８１６１い２２－８１４４）

＊�フェアトレードとは、開発途上国との公平・公正な取引により、途上国の人々が貧困から脱却し、�
世界全体で持続可能な社会の実現を目指していく「貿易のしくみ」のことで、ＳＤＧｓが掲げる１７の目標に大きく関連しています。

「���とっとりＳＤＧｓ
�シーズン２０２３」開催中！▶

・�家事をリストアップして役割
を決める

・フェアトレード*商品を選ぶ

・�地域活動やボランティアに
参加する

・避難所や避難経路の確認

（9）令和 5.12
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90

95

100

よく
わかる お財布事情倉吉市の

　市では毎年、決算や予算の執行状況について公表し、
市民の皆さんが納めた税金などがどのように使われて
いるのかをお知らせしています。
　今回は、令和４年度決算の概要や市の財政状況など
をお伝えします。
※詳しくは市ホームページに掲載しています。

▲

問財政課（あ２２ー８１６３／い２２ー１０８７）

一般会計
予算額 歳入執行率 歳出執行率

３５９．０億円 ３６．６％ ３７．５％

特別会計　※１０会計の合計
予算額 歳入執行率 歳出執行率

１１４．０億円 ４３．３％ ３７．１％

　企業会計とは、独立採算制を原則とする
企業的色彩の強い事業の会計です。
　水道事業、下水道事業の２会計です。

　特別会計とは、市が特定の事業を行う場
合に、一般会計と区別して設置する会計で、
特定の収入をもって特定の支出にあてるも
のです。
　国民健康保険、介護保険など１０会計です。

収入総額 １０９．８億円

支出総額 １０７．９億円

収益的

（�営業活動などに関わるもの）

収入 ３２．０億円

支出 ３１．５億円

資本的

（施設整備などに関わるもの）

収入 １４．２億円

支出 ２４．４億円

企 業
会 計

特 別
会 計

令和５年度上半期予算の執行状況（令和５年９月末現在）

ボ
ク
と
い
っ
し
ょ
に

見
て
み
よ
う
で
ぇ
～

0

市の財政状況（普通会計＊） ＊�普通会計とは、統計上の会計区分で、一般会計とそれに類
する一部の特別会計を統合したものです。

～市の財政の弾力性は？～

　市の財政の弾力性を表す指標として「経常収支比率」が
あります。この指標は、収入に対して支払われる社会保
障費や借入金の返済が多くなると数値が高くなります。
　令和４年度決算における倉吉市のこの値は８９．７％で、
県内市町村の平均８８・５%に比べて高くなっています。

～市の借金はどれくらい？～

　市の借金である市債の残高は、令和４年度末時点で
２７４億円となっています。学校耐震化対策、企業誘
致対策、鳥取県中部地震に伴う災害復旧事業のための
起債などにより一時増加傾向でしたが、近年は新規の
市債発行額が市債の返済額である元金償還額を下回る
ようになり、減少傾向に転じています。

～市の貯金はどれくらい？～

　市の貯金にあたる基金の残高は、令和４年度末時点
で５８億円となっています。鳥取県中部地震以降も継
続的な積み立てを行うことで、健全な財政運営を行う
ために必要な一定の額を確保することができています。

60

100

95

85

90
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【経常収支比率の推移】� 単位：％
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８９.7％８９.7％
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総務費総務費

54.254.2

（17％）（17％）

民生費民生費

101.6101.6

（33％）（33％）

衛生費衛生費

15.015.0

 （5％） （5％）

商工費商工費

29.729.7

（10％）（10％）

土木費土木費

22.322.3

（7％）（7％）

教育費教育費

21.021.0

（7％）（7％）

支出
３１１．０億円

前年度比０．１億円増

その他その他

16.116.1

（5％）（5％）

農林水産業費農林水産業費

14.0（4％）14.0（4％）

よく
わかる お財布事情倉吉市の

令和４年度決算の状況

用語の説明

市税
市民の皆さんに納めて

いただいたお金

地方交付税
国から入るお金で、使い

道が自由なもの

国庫支出金
国から入るお金で、使い

道が決められているもの

県支出金
県から入るお金で、使い

道が決められているもの

市債
施設をつくるときなど

に借りるお金

その他

前年度からの繰越金や

手数料、基金の取り崩し

による繰入金など

用語の説明

総務費
地域振興や庁舎管理、

選挙など

民生費
高齢者や障がいのある

人、子育てなどの支援

衛生費
病気の予防、ごみ処理

や環境保全

農林

水産業費

農家の支援、農道や水

路などの整備

商工費
商工業振興や観光振興

など

土木費 道路や公園などの整備

消防費 消防や防災対策など

教育費
学校整備やスポーツ・

文化振興など

公債費 借入金（市債）の返済

その他 災害復旧費など

市税市税

58.158.1

（18％）（18％）

地方交付税地方交付税

83.383.3

（26％）（26％）

国庫支出金国庫支出金

56.256.2

（17％）（17％）

県支出金県支出金

31.631.6

（10％）（10％）

市債市債

14.914.9

（5％）（5％）

その他その他

78.678.6

（24％）（24％）

収入
３２２．７億円

前年度比２．１億円減

臨時財政対策債が昨年
度に比べて７２.３%減
と大幅に減っているね

収入（市に入ったお金）

支出（市が使ったお金）

一 般
会 計 …�令和３年度

と比較した
ときの増減

災害復旧事業
な ど に よ り、
その他が増え
ています

８．９８．９億円億円

令和３年７月豪
雨に伴う災害復
旧事業は、令和
４年度に繰り越
して実施された
ものが多いんだ

博物館設備改
修などにより、
教育費が増え
ています

２．９２．９億円億円
公債費公債費

28.828.8

（9％）（9％）

臨時特別給付金
などにより、国
庫支出金が減っ
ています

７．８７．８億円億円

臨 時 財 政 対
策 債 な ど に
より、市債が
減っています

４．３４．３億円億円

臨時特別給付
金などにより、
民生費が減っ
ています

７．７７．７億円億円

消防費消防費

8.3（3％）8.3（3％）

災害復旧費補
助 金 などによ
り、県支出金が
増えています

６．７６．７億円億円

金融対策事業
な ど に よ り、
商工費が減っ
ています

４．９４．９億円億円
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施設名
１２月 令和６年１月

電話番号24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

倉吉市役所（本庁舎・第２庁舎） 休 休 休 休 休 休 休 休 22―8111
倉吉市役所（関金支所） 休 休 休 休 休 休 休 休 45―2111
エキパル倉吉行政サービスセンター 休 休 休 休 休 休 休 休 24―5376
上下水道局　※詳しくは８ページ参照 休 休 休 休 休 休 休 休 27―1132
倉吉博物館・歴史民俗資料館 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 22―4409
市営体育施設 休 休 休 休 休 休 22―5674

市営温水プール 休 休 休 休 休 休 休 47―118612/29（金）・1/4（木）は18:00まで
交流プラザ 休 休 休 休 休 休 休 休 47―1181
市立図書館�※28日(木)は資料整理休館 休 休 休 休 休 休 休 休 休 47―1183

倉吉未来中心 休 休 休 休 休 休 23―5390
1/3（水）は市成人式のため大ホールのみ開館（終了次第閉館）

鳥取県男女共同参画センター「よりん彩」 休 休 休 休 休 休 休 休 23―3901
鳥取中部ふるさと斎場 休 24―6321

ほうきリサイクルセンター 休 休 休 休 休 26―9890
12/30（土）は8:30～11:30

伯耆しあわせの郷 休 休 休 休 休 休 休 休 26―5581
倉吉市文化活動センター（リフレプラザ） 休 休 休 休 休 休 休 23―6095
せきがね図書館�※28日(木)は資料整理休館 休 休 休 休 休 休 休 休 45―2523
せきがね湯命館 休 休 45―2000
せきがね簡易宿泊施設「湯楽里」 無休　※日帰り温泉12/30（土）～1/2（火）まで休み 45―6400

道の駅「犬挟」 休 45―131312/31（日）は食堂のみ休業、12/31（日）・1/2（火）は16:00まで
JR倉吉駅内観光案内所 休 24―5370
倉吉白壁土蔵群観光案内所 無休　※12/31（日）～1/3（水）は10:00～16:00 22―1200

年末年始のごみ収集など　　問環境課（あ２２ー８１６８／い２７ー０５１８）
■ごみの収集は
　１月１日（月）から３日（水）まで休みます。前夜
のごみ出しはしないでください。
■ごみ収集ができない場合があります
　路面の凍結や大雪などで道路状況が悪化した場
合は、収集が出来ない場合や遅れることがあります。
道路状況が回復した後の収集日に改めて出してい
ただきますよう皆さまのご協力をお願いします。
　なお、事前にごみ収集の中止を決定した場合や
日程表とは異なる収集をする場合には、行政無線、

市ホームページ、ＳＮＳなどでお知らせします。
■�ほうきリサイクルセンターへの直接搬入は
　年内は１２月３０日（土）午前１１時半までに搬入を
お願いします。年明けは１月４日（木）から再開します。
※�年末は釣り銭が不足しますので、なるべくお釣りのない
ようご協力をお願いします。
■し尿くみ取りは
　年末年始を控え集中します。早めに便

べんそう
槽を確認

し、収集予定日でのくみ取りをお願いします。
※�くみ取りの際は、し尿処理券を事前に購入してください。

ＪＲ西日本鳥取鉄道部からのお知らせ
　１２月３０日（土）～１月３日（水）の間、曜日にかかわらず、山陰エリアはすべて「土休日ダイヤ」で運転し
ます。平日ダイヤとは列車の運転時刻などが異なりますので、ご利用の際は注意してください。
　時刻表の検索には、無料で使えるナビアプリ「ＷＥＳＴＥＲ」をご利用ください。　詳しくはこちら▶
問ＪＲ西日本お客様センター（あ０５７０―００―２４８６／６：００～２３：００／年中無休／有料）

■年末年始の業務のご案内

2023.12（12）



～お父さんが、お母さんが、必ず助けてあげる！～
拉致問題舞台劇「めぐみへの誓い-奪還-」倉吉公演

１０月２０日（金）
　拉致問題への認識を深め、悲劇を理解していただくよう、
国・県・市主催により、横田めぐみさんの拉致事件をテーマ
にした舞台劇が開催され、倉吉未来中心大ホールで市内の中・
高校生など５３０人が観劇しました。公演後、市長と生徒代
表の山口和

い ず み
泉さん（東中３年）が脚本・演出の野

の ぶ し
伏翔
しょう
さん、出

演した原田大
だいじろう
二郎さんにお礼の花束を渡しました。山口さん

は「このような事件は起こって欲しくない、二度と起こって
はいけないと考えるきっかけになりました」と話しました。

まちかどピンナップ

～アートで盛り上げよう！　倉吉の"福
ふっこう
高"～

福高祭２０２３
１０月２２日（日）

　鳥取県中部地震（２０１６年）からの"福高"を祈念し、打
吹回廊・倉吉銀座通りでさまざまな催しが開催されました。
アーティストであるジミー大西さんのトークショーのほか、
米子で活動するボールペン画家の青

あ お い
已はなねさんのライブペ

イントやチョークを使った路上落書きゾーンなど、アートに
ちなんだイベントやワークショップが行われました。地震発
生時刻の午後２時７分には来場者が一斉に風船を空に向かっ
て放ち、"福高"の願いを新たにしました。

～子どもから大人までアートを体感～
県立美術館開館５００日前プレイベント

１１月５日（日）
　開館までおよそ５００日前となったこの日、県立美術館の
建設現場（駄経寺町）でプレイベントが開催され、平井県知事
が開館日を令和７年３月３０日と発表しました。県内外から
約３５００人が、カウントダウンボードの除幕式やアート
ワークショップ、スタンプラリーなどに参加。今回が最後と
なる屋上見学ツアーに八頭町から親子で参加した石

い し ば
破悠

ゆ う ま
真さ

ん（９歳）は、「屋上がすごく広くて楽しかった。美術館が開
館したらまた来たいです」と話しました。

鳥取県中部地震発生時刻に行われたバルーンリリース鳥取県中部地震発生時刻に行われたバルーンリリース

新聞でカラフルなモンスターをつくって楽しむ参加者新聞でカラフルなモンスターをつくって楽しむ参加者
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公演後に花束を贈呈公演後に花束を贈呈
左から、原田さん、山口さん、広田市長、野伏さん左から、原田さん、山口さん、広田市長、野伏さん

（13）令和 5.12
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お知らせ

所日 日時 所 場所 料 料金 持 持ち物 申 申込先

お知らせ

令和５年中の通院費を
助成します
　住所地や勤務地から医療機関ま
での片道の通院距離（最短距離）に
応じ、通院費を助成します。
【対象者】
・�人工透析療法（血液透析）を受け
ている人※人工透析療法を受ける医
療機関に入院した月は除く
・�自立支援医療受給者証（精神通
院）または特定疾患医療受給者
証を持つ人
※�医療機関から無料の送迎サービスを
受けている人、身体障害者手帳・療育
手帳・精神障害者保健福祉手帳・戦
傷病者手帳の交付を受けている人は
対象外です。

【助成対象期間】
令和５年１月１日（日）～１２月
３１日（日）
【助成金の額】
通勤距離
（片道）

助成金の月額（円）
人工透析
患者

精神障がい者
難病患者

1.5km未満 2,000 700
1.5km以上
5km未満 2,500 900
5km以上
10km未満 3,500 1,200
10km以上
15km未満 4,500 1,700

15km以上 6,500 2,200

※月１回以上通院した月に対して助成
【申請に必要なもの】
交付申請書、通院の事実がわかる
書類（医療機関が発行する領収書
など）の写しなど
※�申請書は福祉課（第２庁舎１階）または
関金支所で配布しています。詳しくは
ホームページをご覧ください。

【請求期限】
令和６年１月３１日(水)
問福祉課（あ２２－８１１８／
い２２－７０２０）

１２月３日～９日は障害者
週間です
　障がい者福祉について関心と理
解を深める週間です。期間中に開催
されるイベントにご参加ください。
図書館での展示
日１２月８日（金）まで
所市立図書館
【内容】障がいに関する図書、パン
フレットなどの展示
問福祉課（あ２２-８１１８／い２２-７０２０）
中部あいサポートフェスタ２０２３
日１２月１０日（日）
　午前１０時～午後３時
所倉吉未来中心アトリウム・セミ
ナールーム３
【内容】障がい福祉事業所
作品展示、ステージ発表
問中部圏域障がい者地域自立支援協議
会（あ２６－２３４６／い２６－２３００）

「年金生活者支援給付金」
の請求はお済みですか

【支給要件】
老齢基礎年金を受給している人
・６５歳以上
・世帯全員の市民税が非課税
・�前年の年金収入額とその他の所得額
の合計が８７８，９００円以下
障害基礎年金・遺族基礎年金を受給し
ている人
・�前年の所得額が４，７２１，０００円以
下�※扶養親族などの数に応じて増額

【受け取り開始月について】
　給付金の受け取りは、原則、請
求月の翌月分から始まり、年金と同
じ受取口座に別途振り込まれます。
　令和６年１月４日（木）までに請求
書が提出されなかった場合は、令
和５年１０月分から令和６年１月分
までの給付金を受け取れず、請求
した月の翌月分からの受け取りに
なりますのでご注意ください。
※�すでに受給している人は手続き不要です。
※�請求方法について、詳しく
はホームページをご覧くだ
さい。
問給付金専用ダイヤル（あ０５７０－０５－
４０９２）保険年金課（あ２２－８１２４／い
２２－２９５４）

１２月は「地球温暖化防止
月間」です

「デコ活」とは？
　二酸化炭素を減らす「脱炭素
(D
デ カ ー ボ ナ イ ゼ ー シ ョ ン
ecarbonization)」、「環境に良

いエコ(Eco)」、「活動・生
活」を組み合わせた新しい
言葉が「デコ活」です。
　市は、デコ活（脱炭素につなが
る新しい豊かな暮らしを創る国民
運動)�に賛同し、市民・事業者・
市民活動団体と連携して、脱炭素
につながる豊かな暮らしを推進し
ています。
主なデコ活アクション
で…�電気も省エネ�断熱住宅
こ…�こだわる楽しさ�エコグッズ
か…�感謝の心�食べ残しゼロ
つ…�つながるオフィス�テレワーク
問環境課（あ２２－８１６８／い２７－
０５１８）

「くらよし空き家バンク」
にご登録ください
　市では空き家を有効活用し、移
住や定住の促進を図るために、「空
き家バンク」制度を設けています。
　この制度は、空き家の所有者と
空き家に住みたい人をつなぐもの
です。空き家の所有者が売りたい・
貸したいという物件を登録し、買
いたい・借りたいと希望
する人に向けて市ホーム
ページなどに公開します。
　使わなくなった空き家を売買や
賃貸といった形で利活用したいと
考えている人は、ぜひ空き家バン
クに登録してください。
問しごと定住促進課（あ２７－０５０１／
い２２－８１３６）
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お知らせ

年末年始の運転免許証の
更新手続はお早めに！

　運転免許証の更新手続は、誕
生日の前後１か月の２か月間行
うことができますが、年末の
１２月２９日（金）から年始の令
和６年１月３日（水）までの間
は、運転免許証の更新ができま
せん。
　このため、例年、年末・年始
の時期は各地区運転免許セン
ターが混雑します。
　特に、１月４日（木）、１月５
日（金）は更新者が集中し、混雑
が予想されますので、できるだ
け年内に更新手続を済ませてい
ただくようにお願いします。

２６－７１１０

TOTTORI
 POLICE

倉吉警察署から市民の皆さんへ

くらピー　 よしピー

１２月２８日（木）は固定資
産税第３期の納期限です
問税務課（あ２２ー８１１３／い２７ー０５１８）

倉吉文化財さんぽ倉吉文化財さんぽ⑰⑰

伯耆国分寺古墳出土品伯耆国分寺古墳出土品
　国分寺古墳は大正１１（１９２２）年に発掘さ
れ、き鳳

ほう
鏡
きょう
､三
さんかく
角縁

ぶち
神
しんじゅうきょう
獣鏡､二

に し ん
神二

にじゅう
獣鏡

きょう
、多量の

鉄製武具・農工具が出土しました。鏡は、いずれ
も中国から伝わった銅鏡です。き鳳鏡は鏡背面に
8羽の鳥（鳳

ほうおう
凰）を配置したもので、全国でも出土

例が２３例と少なくめずらしいものです。
所国分寺（国

こ う
府）

問文化財課（あ２２－４４１９／い２２－２３０３）

国指定重要文化財（考古資料）

第１５回「家庭の日」絵画・
ポスター作品の展示
　青少年育成鳥取県民会議は、毎
月第３日曜日を「家庭の日」と定
め、親子のふれあいや家族の団ら
んを推奨しています。
　この取り組みの一環として、県
内の小・中学生を対象に募集した
「家庭の日」絵画・ポスター作品の
うち、倉吉市から優良賞として
落
おちあい
合�麗

れい
さん（西郷小）、新

に っ た
田優

ゆ う ま
真

さん（関金小）、落
おちあい
合龍

りゅうへい
平さん（西

郷小）の作品が選ばれました。
　入選作品と市内から応募があっ
た作品を展示しますので、ぜひご
覧ください。
【展示期間】
作品 展示期間
県入選
作品

１２月１９日（火）午後１時
～２６日（火）正午

倉吉市
作品

１２月２６日（火）午後１時
～令和６年１月１０日（水）正午

所倉吉交流プラザ　エントランス
問社会教育課（あ２２－８１６７／い２２
－８１８０）

建物の異動があったとき
は税務課に連絡を！

　固定資産税は毎年１月１日現在の
状況によって課税を行います。建
物の新築や増築、建物の一部や全
部を取り壊したときは、翌年度から
固定資産税が変更になりますので、
早めに税務課にご連絡ください。
　また、改築などを行い建物の用
途を変更したときもご連絡くださ
い。建物だけでなく、土地の税額
も変更になる場合があります。
　なお、未登記建物の所有者を変
更するときは、未登記家屋所有権
移転申請書を提出してください。
問税務課（あ２２－８１１４／い２７－
０５１８）

詳細は右上の二次元バーコードからアクセス！
建物外観の姿が現れつつあります！
注目の連載！「建設現場レポート」「県美をつくる人」

カウントダウンボード設置しました！
２０２５年３月３０日の開館日まで、�
知っている顔が登場するかも？

©槇総合計画事務所、ヴィック�Vicc�Ltd.

１２月１１日～２０日は年末
の交通安全県民運動です
ゆとり持つ　時間に気持ちに　車
間距離
　交通ルールの順守と正しい交通
マナーの実践を習慣づけることに
より、交通事故防止の徹底を図り
ましょう。
【運動の重点】
①�歩行者保護の徹底と夕暮れ時・
夜間の交通事故防止
②飲酒運転の根絶
③自転車等の安全利用の推進
※�市では交通安全講習会などを実施さ
れる団体などに啓発物品を提供してい
ます。数・種類に限りがありますので、
事前にお問い合わせください。
問防災安全課（あ２２－８１６２／い２２
－１０８７）

問鳥取県教育委員会事務局　美術館整備局（あ４７－３０１１）
２０２５年３月３０日　開館！２０２５年３月３０日　開館！

き鳳鏡
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相談 募集 ・講座

日 日時 所所 場所 料 料金 持 持ち物 申 申込先

募集・講座

ポリテクセンター米子公共職業訓練受講生募集

【対象】�離職中の人
■令和６年２月入所生　

所ポリテクセンター米子（米子市）／【申込期限】令和６年１月１７日（水）
料無料�※テキスト代など実費が必要。詳しくはホームページをご覧ください。
申ハローワーク倉吉（あ２３－８６０９／い２２－６４９４）
問ポリテクセンター米子（あ０８５９－２７－５１１５／い０８５９－２７－０９８０）

コース 訓練期間 定員

ビジネススキル講習付�産業技術科 令和６年２月～８月 5人
ＣＡＤ・ＮＣ加工技術科 令和６年２月～７月 15人

婚活イベント・相談会の
参加者を募集します
婚活イベント
【参加資格】鳥取県在住で２０歳以
上の独身男女（中部在住者優先）
所打吹回廊（明治町）

申問恋活運営事務局（メイプル有限会社
　あ２７－１１３９）
婚活個別相談会
【参加資格】鳥取県在住の、２０歳
以上で結婚を考えている人または
独身の家族がいる人
所パープルタウン２階
素敵にマッチング♡えんトリー婚活個
別相談会

日時 令和６年１月１４日（日）
午前１０時半～午後４時

参加費 無料

申込期限 事前申込制空き状況次第で当日相談可

申問えんトリー倉吉センター（あ０８０－
１６４６－１８９９）

クリスマススイーツ教室

日時 １２月１7日（日）
午後1時半～４時半

参加費 １，０００円
申込期限１２月１０日（日）
スイーツ交流会

日時 令和６年２月２４日（土）
午後１時半～４時半

参加費 １，５００円
申込期限 令和６年２月１８日（日）
恋活交流会

日時 令和６年３月１７日（日）
午後１時半～４時半

参加費 １，０００円
申込期限 令和６年３月１０日（日）

花と緑のまちづくり支援
事業補助金交付団体募集
　県立美術館周辺エリアの景観を
良くし、観光客おもてなしの機運
を醸成するため、植栽事業に取り
組む団体を支援します。
【対象者】県立美術館周辺エリア
（プロムナード散歩道、絵下谷川
周辺）で植栽事業（樹木は除く）に
取り組む団体
※�政治・宗教活動団体、実体のない団体、
企業（社会貢献活動に該当すると認め
られる取り組みを行う場合を除く）な
どは対象外

【対象事業】令和５年度中に完了す
る事業
【募集数】２団体程度
※�応募状況により変更することがありま
す。また、交付団体は審査により決定
します。

【対象経費】植栽に必要な原材料・
消耗品の購入に要する経費など
【補助限度額】１０万円
【申込方法】所定の様式を地域づく
り支援課に提出してください。
※�申請書類は地域づくり支援
課（第２庁舎３階）またはホー
ムページから入手できます。

【申込期限】令和６年１月３１日（水）
申問地域づくり支援課（あ２２－８１５９
／い２２－８２３０）

連合・全国一斉集中労働
相談ホットライン
　労働組合の連合は、長時間労働
をはじめ、働くことに関する労働
相談に対応するため、全国一斉労
働相談ホットラインを開設します。
相談員が秘密厳守でお答えします
ので、お気軽にご相談ください。
日１２月１３日（水）、１４日（木）
　午前１０時～午後７時
問日本労働組合総連合会労働相談ダイ
ヤル（あ０１２０－１５４－０５２）

宝くじ助成金でコミュニ
ティ助成事業を実施
　コミュニティ助成事業は、宝く
じの社会貢献広報事業として、宝
くじの受託事業収入を財源として
実施されます。宝くじは、わたし
たちの身近で役立っています。
【福守町自治公民館】
除雪機などコミュニテ
ィ備品の整備

問地域づくり支援課（あ２２－８１５９／
い２２－８２３０）

ＬＧＢＴＱ＋コミュニティ
スペースを開設します

　「自分の性別にもやもやする」
「同性のことが気になるってヘ
ン？」など一人で抱え込んでいま
せんか？「にじいろスペースくら
よし」でほっとできる時間をお過
ごしください。
※�まずは相談専用メールアドレスにご連
絡ください。ご連絡いただいた人へ
会場など詳細をお伝えしま
す。秘密は必ず守られます。
日１２月１７日（日）
申問人権政策課（あ２２－８１３０／
rainbow@city.kurayoshi.lg.jp）
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相談 募集 ・講座

市営住宅入居者募集

【募集期間】１２月５日（火）～１２日（火）／【抽選日】１２月２６日（火）
【抽選会場】倉吉体育文化会館�教養室２／【入居可能日】１月１８日（木）
※落選した場合、抽選会場にて１回に限り空き住宅に再応募できます。

※市営住宅については、所得に応じて３割の家賃減免を受けられる場合があります。
※住戸は経年劣化や消耗があることを前提にご応募ください。
【入居基準】各種控除後の世帯所得が月額１５８，０００円以下／高齢
者・子育て世帯は月額２１４，０００円以下（証明書など必要）／単身
世帯（６０歳以上の高齢者、障がい者などの要件あり）は2ＤＫ以下の
み応募可能

住宅名 部屋番号 間取り 家賃 優先入居など

市
営

鴨川町住宅 218号 2階/2DK 22,800～44,700円

大坪住宅
（関金町関金宿）

204 号 2階/2DK 23,300～45,800円 エレベーター付き

309号 3階/2DK 23,500～46,200円 エレベーター付き

409号 4階/2DK 23,500～46,200円 エレベーター付き

マロニエ住宅
（関金町関金宿）

10号 2階建/3DK 21,200～41,700円 低所得者世帯優先

14号 2階建/3DK 21,200～41,700円

八王子住宅
（関金町大鳥居）

3号 2階建/3DK 21,600～42,400円 子育て世帯優先

4号 2階建/3DK 21,600～42,400円

申問鳥取県住宅供給公社中部事務所
（あ２６－８５０１／い２６－８５０３）

アグリチャレンジ科③受講生募集

　県立産業人材育成センターでは、農業に初めて携わる人向けの訓練
プログラムとして、公共職業訓練「アグリチャレンジ科」を実施してい
ます。お気軽にご相談ください。
【対象者】農業法人などに就職を目指す人
※�求職者で公共職業安定所長の受講指示、受講推薦または支援指示が得られる人
を前提とします。

【研修期間】令和６年２月６日（火）～５月２４日（金）
所県立農業大学校（関金町大鳥居）／【定員】２５人
【応募期間】１２月２２日（金）まで
※�詳しくは農業大学校ホームページをご覧ください。
問県立農業大学校（あ４５－２４１１／い４５－２４１２）

●ハローワーク倉吉�出張相談
【倉吉会場】第２庁舎福祉課
日１２月５日（火）、令和６年１
月５日（金）
午後１時半～３時半
【関金会場】高齢者生活福祉センター
日１２月２７日（水）、令和６年１
月２４日（水）午後１時半～３時半
問�福祉課（あ２２－８１９９／い２２－
７０２０）�※前日までに要予約
●多重債務・法律相談会�※要予約
日１２月１６日（土）午後１時半～４時
所 �倉吉交流プラザ�第１・２研修室
����問中部消費生活センター（あ２２－３０００）
●遺言・公証休日相談�※要予約
日１２月１７日（日）午前９時～正午
所 �倉吉公証役場（倉吉合同事務所１階）
問倉吉公証役場（あ２２－０４３７）
●行政相談所
【倉吉会場】第２庁舎会議室２０１
日１２月１８日（月）午後１時～３時
【関金会場】高齢者生活福祉センター
日１２月２２日（金）午後１時～３時
問鳥取行政監視行政相談センター（あ
　０８５７－２４－５５４１／い０８５７－２４－５９４２）
●くらよし農業に関する相談会
日１２月２０日（水）午前９時～
正午、午後１時半～４時
所 �第２庁舎�会議室３０３
問���農業委員会事務局（あ２２－８１７１）、
農林課（あ２２－８１５７）
●司法書士無料法律相談会
日１２月２６日（火）午後４時～６時
所 �倉吉未来中心�セミナールーム６
【内容】相続、不動産登記、会社・法
人登記、成年後見、多重債務など
�問�鳥取県司法書士会（あ０８５７－２４
－７０２４）�※前日までに要予約
●ＪＡ鳥取中央�就農相談会
日令和６年１月１０日（水）午後１時
半～４時
所 �ＪＡ鳥取中央本所�３階研修室
�問�鳥取中央農業協同組合（あ２４－
６４２９／い２３－３０６０）
　※１０日前までに要予約

●市民生活相談窓口（第２庁舎３階）
�問地域づくり支援課（あ２２－２７１７）

「鳥取看護大学・鳥取短期大学と地域の発展を推進する会」
会員募集
　大学が地域と共生し発展するため、また大学と周辺のよりよい環境づ
くりのために、１市４町と連携しながら必要な交流・支援・地域活性化
の提言活動を行っています。一緒に地域の大学を盛り上げませんか。
【主な活動】�学生募集支援、大学祭「シグナス祭」への助成、ホームペー

ジ作成支援、研究教育助成、学生の就職活動支援、「まちの
保健室」への協力、倉吉絣研究および普及への協力

【会員特典】�大学の施設利用料半額、学生食堂お食事券進呈、公開講座
のお知らせ

【会費】

申問倉吉商工会議所事務局（あ２２－２１９１）

企業・団体 １口 １０，０００円
個人 １口 ３，０００円
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指定管理施設からのお知らせ まちのイベント

日 日時 所所 場所 料 料金 持 持ち物 申 申込先

EVENT INFORMATION

まちまちののイベントイベント

コミュニティプラザ百花堂�展覧会・展示会

問コミュニティプラザ百花堂（あ２２－６８１１）

開催日 催事内容
１２月７日（木）～１２日（火） 吉田公

こうのすけ

之介　織
おり

展
１２月１４日（木）～１９日（火）ありのみ工房古澤順子個展
１２月２１日（木）～２６日（火）小

お ば ら

原雅
ま さ や

也個展
アミティエフェスタ

�日１２月１７日（日）午前１０時～正午
所人と動物の未来センター・アミ
ティエ（下福田）
【内容】犬のしつけ方教室、ペット無料
相談、犬・猫譲渡説明、保護猫とのふれあいなど
※詳しくは、ホームページをご覧ください。
問（公財）動物臨床医学研究所（あ２６－０８５１）

保護猫譲渡会
日１２月３日（日）、１７日（日）
　午後２時～４時
所倉吉福祉センター
※猫は必要な医療措置済みです。
問地域猫ボランティアグループ猫じゃらし（丸本�あ０９０－
７１３９－４６９７）

山本花
か や こ
野子　作品展

日１２月１５日（金）～２０日（水）午前１０時～午後５時
所民芸Ｔ

タ カ キ
ＡＫＡＫＩ　民芸画廊（新町）

問民芸ＴＡＫＡＫＩ（あ２３－１８２１／い２３－２３２７）

せきがね温泉フェス�ｉｎ�湯命館
日１２月１７日（日）午前１０時開始
所せきがね湯命館・関金都市交流センター
【内容】Ｇ

ガ ブ
ａＢダンスライブ、廃線跡歩き納めウ

オーク、竹灯籠ワークショップなど
湯命館お正月イベント
開催日 内容

令和６年
１月１日（月）

「干支タオル」プレゼント
（大人入浴者先着100人）

１月２日（火）「おもち」プレゼント（大人入浴者先着）「干支あめ」プレゼント（小学生以下の入浴者）
問せきがね湯命館（あ４５－２０００／い４５－３７４７）

倉吉学講座
　県内でも特異な形態の横穴式石室を持つ向

むこうやま
山６

号墳や、山陰最大級の横穴式石室を持つ三
さんみょうじ
明寺古

墳など、上灘地区にある古墳時代後期の古墳につ
いて講演会を開催します。
日１２月１０日（日）午後１時半～３時
所成徳コミュニティセンター
【講師】牧本哲雄さん（北栄町教育委員会文化財専門員）
問倉吉文化財協会事務局（文化財課内　あ２２－４４１９）

倉吉みつぼし盆踊り保存会ワークショップ
　「みつぼし踊り」輪踊りの歴史と踊り方の基本を
基礎から学ぶワークショップを開催します。
開催日 時間 内容
１２月
９日
（土） 13:30～

15:30

みつぼし踊りの歴史と踊り方の基本を学ぶ
（所倉吉未来中心１階�リハーサル室）

１２月
１７日
（日）

習った踊り方をもとに、みつぼし踊りを踊
りましょう！
（所倉吉交流プラザ２階�視聴覚ホール）

持上履き、飲み物
申問倉吉みつぼし盆踊り保存会　半田（あ２６－２０９３）

里山再生フォーラム
【テーマ】なぜ松くい虫は防除できないのか
日１２月９日（土）午後２時～４時
所鳥取短期大学・鳥取看護大学構内
【内容】発表、ディスカッション
申問讃

さんきょう
郷愛

あいりん
林協会事務局（あ２６－０１１８）

相撲でふるさとを元気に！！フォーラム
日１２月１０日（日）午後１時半～３時半
所倉吉未来中心大ホール
時間 内容
第１部
13:40～

パネルディスカッション
「相撲で鳥取県中部を元気にしよう！」

第２部
14:30～
15:30

記念講演
「可能性への挑戦　～相撲のチカラ～」
舞の海秀

しゅうへい
平さん（NHK大相撲解説者）

※�入場には無料の入場整理券が必要です。無料入場整理券
は倉吉未来中心、パープルタウン、ビーワイヨシダ、倉
吉商工会議所でお求めになれます。
問倉吉ロータリークラブ（あ２２－１１５４／い２２－１１５０）

倉吉交流プラザ　イルミネーション
　ＬＥＤライトが光のシャワー
となって倉吉の夜を彩ります。
日令和６年１月１３日（土）まで�午
後５時半～１０時
所倉吉交流プラザ西側外壁（倉吉
パークスクエア　ふれあい広場）
【協力】鳥取県電気工事業工業組合
倉吉支部、倉吉総合産業高校電気科
問市立図書館（あ４７ー１１８１／い４７ー１１８０）
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指定管理施設からのお知らせ まちのイベント

指定管理施設　　　お知らせ指定管理施設　　　お知らせからのからの

倉吉スポーツセンター�指定管理者：ミズノグループ
�葵町５９１－１（あ２２－５６７４／い２２－５６８４）�
【利用時間】午前８時半～午後１０時

■新年施設無料開放デー�※要予約
開催日 時間 場所

令和６年１月８日（月）8:30～ 22:00 倉吉・関金全体育施設
■くらよしスポーツ教室（無料）�※定員２０人（ヨガは１０人）

教室名 開催日時
ヨガ 4日(月)、１８日(月)18:00～19:00
ニュースポーツ １日(金 )、１５日(金 )10:00～11:30
室内グラウンドゴルフ２１日（木）10:00～12:00
卓球 １０日(日 )、２４日(日 )10:00～11:30
■苦手克服運動塾�※定員１０人（小学１～４年生対象）
教室名 開催日 場所 料金

跳び箱教室 ２３日（土 )
13:00～14:00 倉吉スポーツセン

ター体育館
１人
１，０００円鉄棒教室 ２３日（土 )

14:30～15:30
■ミズノ体操教室�※定員１5人、初回体験無料

教室名 開催曜日 開催時間 料金
チェアーエクササイズ 毎週火曜 10:00～11:00

１人
６００円

ピラティス 毎週水曜 10:00～11:00
エアロビクス 毎週金曜 10:00～11:00
リラクゼーションスト
レッチ 毎週金曜 13:30～14:30

ヨガ
毎週木曜
（第２週目
は水曜）

14:00～15:00 １人８００円

倉吉市文化活動センター�指定管理者：倉吉文化団体協議会

�住吉町７７－１（あ／い２３－６０９５）
【利用時間】��火曜日～土曜日：午前９時～午後１０時�

�日曜日：午前９時～午後５時
【休館日】月曜日

■モーニングシネマ（無料）

■リフレギャラリー（無料）

■リフレプラザ倉吉文化教室�受講生募集中
教室名 開講日時 受講料

パソコン・スマホ教室 毎週水曜、午後 3,000円/月
小中学生のためのパソコン
教室 毎週日曜、午後 1,000円/回
津軽三味線教室 第１・３火曜、午後3,000円/月
生け花教室 第１・３火曜、午後2,000円/月
着付けを楽しむ教室 第１・３水曜、午前2,000円/月
手軽に楽しむ水彩画教室 第１・３水曜、午前2,000円/月
養生のためのかんたん気功 第２・４水曜、午前2,500円/月
養生のための座式気功 第２・４水曜、午後2,500円/月
基礎から学ぶ英会話 第２・４水曜、午後1,500円/月
書道教室 第１・３木曜、午前1,500円/月
ポピュラーピアノ教室 第２・４木曜、午後3,000円/月
パステル(和)アート教室 第１・３土曜、午前 1,500円/回
箏（こと）教室 第１・３土曜、午後3,000円/月
沖縄三線（さんしん）教室 第２・４土曜、午後2,000円/月
小笠原流煎茶教室 第２・４日曜、午前2,000円/月

エレキギター教室 曜日相談
月２回、午後

3,000円/月
学生半額

※常時体験可能です。
※�詳しくはホームページをご覧になるか、倉吉文化活
動センターまでお問い合わせください。
■アザレア音楽祭２０２４実行委員会募集
　地域の音楽家を支援し、音楽文化を発信する「ア
ザレア音楽祭」は、来年第４１回を迎えます。
　アザレア音楽祭２０２４実行委員会では、音楽祭
の開催に向けて、企画運営など一緒に音楽祭をつく
る仲間を募集しています。
　詳しくはお問い合わせください。
問アザレア音楽祭２０２４実行委員会事務局（あ２３－６０９５）

開催日 時間 タイトル
１２月５日（火）

10:00
～

十戒　第１部
１２月１２日（火） 十戒　第２部
１２月１９日（火） 戦場のメリークリスマス
１２月２６日（火） 地獄の黙示録

開催期間 展示内容
１２月１日（金）～１３日（水）日本板

ばんが
画院　山陰支部展

１２月１５日（金）～
　令和６年１月１３日（土）

日韓親善写真家交流事業
春
チュンチョン
川の9人の写真家展

１２月１６日（土）10:30～
ギャラリーコンサート
ギャラリートーク

伯耆しあわせの郷�指定管理者：旭ビル管理株式会社
�小田４５８（あ２６－５５８１／い２６－５６３３）�
【利用時間】午前９時～午後８時�【休館日】�月曜日

■受講生募集　�※1２/1（金）から受付。定員になり次第締切。
教室名 開催日時 定

員 受講料

はじめてのパン作
り教室①②「グリッ
シーニ他」

①１２月１４日（木）
②１２月１６日（土）
13:00～16:30

各
14
人 600円

材料費別
そば打ち教室 １２月１７日（日）

10:00～13:00
24
人

キムチを作ろう！ １２月２３日（土）、２４日（日）
10:00～13:00

25
人

1,200円
材料費別

３Ｂストレッチ教室 毎週火曜日14:00～15:15

１月～３月
全10回

各
25
人

6，100円
保険料込

３Ｂ体操教室① 毎週火曜日
10:15～11:45

３Ｂ体操教室② 毎週木曜日
10:15～11:45

３Ｂ体操教室③ 毎週木曜日
14:00～15:30

料理教室 月２回火曜日
10:00～13:00

1月～３月
全6回

36
人

3,600円
材料費別

煎茶教室 毎週金曜日
13:00～16:00

1月～３月
全9回

15
人

5,850円
材料費別

※受講料は初回全納。原則返金しません。



子育て 健康 ・介護

日 日時 所所 場所 料 料金 持 持ち物 申 申込先

介護予防とケア
問長寿社会課
（あ２２－７８５１／い２７－００３２）

Prevention&Care

１２月の認知症の人と家族の会「家族のつどい」
　介護家族・介護体験者が参加して、お互いが抱え
ている悩みを語り合い、情報交換したり、なんでも
話し合える場です。お気軽にご相談ください。
日１２月１３日（水）午後１時半～３時半
所倉吉交流プラザ�第２研修室

介護支援ボランティアを募集しています
　事前研修会を受講しボランティア登録後、指定し
た介護保険施設などの受け入れ機関で活動します。
専用の手帳にスタンプをもらい、１年間集めたスタ
ンプが評価ポイントとなり交付金が受け取れます。
【対象者】６５歳以上で介護認定を受けていない人
【事前研修会】
日１２月１５日（金）午後１時半～３時
所倉吉市シルバー人材センター
※参加希望者は、事前に問い合わせ先へご相談ください。
問長寿社会課、倉吉市シルバー人材センター（あ２２－０８７０／
い２３－６１０１）

健康診断のご案内
【受診方法】受診方法は個別・集団健診の２種類です。

個別健診� 協力医療機関へ電話・予約
【実施期間】～２月２９日（木）持受診券・保険証・

自己負担金集団健診 健康推進課へ電話・予約

集団健診の日程�
とき 受付時間 ところ

１２月１５日（金）午前8時半～10時 中部健康管理センター
【健診内容】
特定健診・長寿健診・一般健診・肝炎ウイルス検診・がん
検診（胃、肺、大腸、前立腺、子宮、乳）
※�受診方法・健診内容などの詳細は、「健康診査・
がん検診の手引き」をご覧ください。
※�７５歳の誕生日以降は長寿健診になります。長寿
健診受診券を発行しますので健康推進課にお申し
込みください。
※�８５歳以上の人で各種健診を希望する人は、健康推進課に
お申し込みください。

検診・健診
Examination 問�健康推進課

（あ２７－００３０／い２７－００３２）

献血（全献血）にご協力ください

持献血カードまたは身分証明書
※�詳しくは、鳥取県赤十字血液センターホーム
ページをご確認ください。
問�鳥取県赤十字血液センター（あ０８５７－２４－８１０１）
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とき ところ
１２月２４日（日）
午前９時半～正午、午後１時半～３時 倉吉未来中心

１２月２５日（月）
午前９時～午後１０時４５分

市役所第２庁舎
２０１会議室

緊急通報システムのご利用を
　市では１人暮らしの高齢者などが地域で安心して
暮らせるよう緊急通報システム事業を行っています。
【対象者】１人暮らしの高齢者、重度身体障がい者など
【内容】急病や相談がある場合に緊急通報装置のボタ
ンを押すと受信センターにつながります。
料 �設置費用は、市民税非課税世帯は無料、課税世帯
は所得に応じ負担があります。バッテリー交換時
には費用の負担が必要です。

申問長寿社会課、マグノリア地域包括支援センター（担当地
区：上北条・上井・西郷・上灘・成徳・明倫・灘手）（あ２６
－３９２２）／かもがわ地域包括支援センター（担当地区：社・
北谷・高城・小鴨・上小鴨・関金）（あ４５－３８８８）

Prevention�of�Infectious�diseases

感染症予防 問�健康推進課
（あ２７－００３０／い２７－００３２）

新型コロナウイルス感染予防を
　これまでの３年間、年末年始に新型コロナが流
行しています。手洗い、手指消毒、換気、場面に
応じたマスク着用など、インフルエンザ対策も兼
ねて感染予防を心がけましょう。

　また、令和５年秋以降、重症化リスクの高い人（高
齢者や基礎疾患のある人など）には、XBB.1.5対応ワ
クチンの接種をおすすめしています。接種対象者に
は接種券を発送しています。接種券を紛失した人や
転入した人で接種を希望する場合は、倉
吉市新型コロナワクチンコールセンター
（あ２７－０００５）までご連絡ください。

　手洗い　��　手指消毒　　　�換気　　�マスク着用

2023.12（20）
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子育て 健康 ・介護

 母子保健
Baby&Mother 問�子ども家庭課

（あ２７－００３１／い２２－８１３５）

健診 案内 とき 備考
６か月児健診 令和５年６月生

１月

１１日（木）、１２日（金） 所伯耆しあわせの郷
【受付】午後０時５０分～１時１５分
（３歳児健診は午後０時４０分～１時）
持母子健康手帳、アンケート用紙ほか

１歳６か月児健診 令和４年６月生 １８日（木）、１９日（金）

３歳児健診※尿検査あり 令和２年１２月生 ２５日（木）、２６日（金）
※６か月児健診時に、鳥取県立倉吉ハローワークの出張相談会が開催されます。

内容 とき ところ 備考

フッ化物歯面塗布（無料）
【対象】未就学児�※要申込

令和６年１月１１日（木）
午後１時半～３時

中部歯科医師会
口腔衛生センター

持歯ブラシ、タオル、母子健康手帳
申問中部歯科医師会口腔衛生センター　　��
　　（あ２２－５４７２)

離乳食講習会 令和６年１月１７日（水）
午後１時半～３時 伯耆しあわせの郷 対象者（令和５年８月生まれの保護者）には

ご案内します。
※妊娠・出産・子育ての相談は子育て世代包括支援センター「くらっこ」（あ２７－００３１）へご連絡ください。
　相談日時：平日 午前８時半～午後５時１５分

子育て総合支援センター�

「おひさま」イベント
Play&Bred

Ｍ
メ ア リ ー ズ
ｅａｒｙ’sクリスマスコンサート

　親子で生の音楽に触れ、楽しみながら参加でき
るコンサートのお知らせです。どんな音楽が飛び
出すか、お楽しみに！
日１２月２１日（木）
　午前１０時半～１１時
所子育て総合支援センター「おひさま」
【講師】Ｍｅａｒｙ’s
【対象】市在住の未就学の子どもと保護者
【定員】３０組程度�／【申込期限】１２月２０日（水）
申問子育て総合支援センター「おひさま」（あ／い２２－３９１４）

地域の皆様に
愛される
店舗を目指して ロータリー店

西倉吉店
由良店
米田店
河北ＰＬＡＺＡ
赤碕店

ロータリー店
西倉吉店
由良店
米田店
河北ＰＬＡＺＡ
赤碕店

9:00-22:00
9:00-22:00
9:00-22:00
9:30-20:00
9:30-22:00
9:30—20:00

9:00-22:00
9:00-22:00
9:00-22:00
9:30-20:00
9:30-22:00
9:30—20:00

東宝ストア東宝ストア

スーパーマーケットスーパーマーケット

新あじそう新あじそう
パープル店
ハワイ店
パープル店
ハワイ店

9:00-21:00
9:00-22:00
9:00-21:00
9:00-22:00

おかげさまでおかげさまで 61周年

おせち
料理

おせち
料理

ご予約承り中！ご予約承り中！

夜間・休日急患診療所
　休日に体調が悪くなったときは、中部休日急患診
療所などで診察を受けましょう。
診療科目 内科・小児科 小児科

診療場所 中部休日急患診療所

（�鳥取県中部医師会会館

内／旭田町１８）

県立厚生病院

（東昭和町１５０）

診療日 日曜日、祝日、年末年始

（１２月３１日、１月２日・３日）

日曜日、祝日

（１２月３１日～１月３日）

診療時間 午前９時～午後９時 午前１０時～午後１０時

問い合わせ あ２２ー５７８０ あ２２－８１８１

中部休日急患診療所
（鳥取県中部医師会）

大正町２丁目
倉吉駅⇨

⇩
打吹公園

●
スーパー
マーケット

●
ガソリン
スタンド

●
倉吉大正�
郵便局

銀行●

小鴨川

２０５
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の
特
産
品

や
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
野
菜
が
使
わ
れ

ま
す
。
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
お
い
し
く
て
健
康
な
食
事
を

提
供
す
る
た
め
で
す
ね
。（
給
食

セ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
、
尊
敬
し
ま

す
！
）

　

韓
国
で
は
給
食
を
各
学
校
で
作

り
、
給
食
室
で
学
年
や
ク
ラ
ス
ご

と
に
食
べ
ま
す
。
自
分
た
ち
が
教

室
に
運
ん
で
食
べ
る
日
本
と
は
違

い
ま
す
よ
ね
。
給
食
の
準
備
を
す

る
１
年
生
の
姿
を
見
た
韓
国
羅ナ

ジ
ュ州

市
訪
問
団
か
ら
、
自
立
精
神
を
養

う
立
派
な
教
育
だ
と
の
コ
メ
ン
ト

が
あ
っ
た
の
で
お
伝
え
し
ま
す
ね
。

韓
国
で
は
給
食
が
ほ
ぼ
無
料

　
最
大
の
特
徴
は
、
ほ
と
ん
ど
の

学
校
給
食
が
無
料
で
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
で
す
。
最
初
は
保
護
者
の

所
得
に
応
じ
て
給
食
費
を
支
援
し

て
い
ま
し
た
が
、
あ
る
と
き
か
ら

「
食
事
だ
け
は
家
庭
事
情
に
関
係

な
く
、
み
ん
な
に
同
じ
も
の
を
食

べ
さ
せ
よ
う
」と
い
う
流
れ
に
な

り
ま
し
た
。
所
得
差
を
設
け
る
事

務
作
業
費
と
、
無
償
給
食
に
す
る

費
用
と
大
差
な
か
っ
た
と
い
う
裏

事
情
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
一
時

は「
無
償
給
食
」の
賛
否
で
政
治
家

の
当
落
が
決
ま
る
ほ
ど
で
し
た
。

い
ま
だ
に
論
争
は
あ
る
よ
う
で
す

が
、
国
民
の
多
数
が
賛
成
し
て
い

る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

ひ
と
こ
と
韓
国
語

い
た
だ
き
ま
す

잘チ
ャ
ル 

먹モ
ッ
ケ
ス
ム
ニ
ダ
ー

겠
습
니
다

ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た

잘チ
ャ
ル　

먹モ
ゴ
ッ었

습ス
ム
ニ
ダ
ー

니
다

お
い
し
い
で
す

맛マ
シ
ッ
ソ
ヨ

있
어
요

335

日

12
月
20
日（
水
）午
後
１
時
半
～
３
時
半（
受
付
：
午
後
１
時
か
ら
）

所

鳥
取
看
護
大
学　
※�

予
約
制
。
希
望
者
は
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
内
容
】身
長
・
体
重
・
体
脂
肪
・
血
圧
・
血
管
年
齢
・
骨
密
度
の
測
定
、

健
康
ミ
ニ
講
話「
参
加
型
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」

問�

グ
ロ
ー
カ
ル
セ
ン
タ
ー（
あ
27
ー
０
１
０
７
）

　

10
月
１
日（
日
）、
牛
乳
・
乳
製

品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
鳥
取
県

大
会（
鳥
取
県
牛
乳
普
及
協
会
主

催
）が
本
学
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、

応
募
作
品
１
９
０
点
の
中
か
ら
、

書
類
審
査
を
通
過
し
た
10
人
が
実

技
審
査
に
臨
み
ま
し
た
。

　

本
専
攻
か
ら
は
学
生
２
人
が

実
技
審
査
に
出
場
し
、
限
ら
れ
た

時
間
の
中
で
ア
イ
デ
ア
料
理
を
披

露
。
審
査
の
結
果
、
槇ま

き
は
ら原

百も
ゆ佑

さ

ん（
１
年
生
）と
中な

か
の野

順じ
ゅ
ん
こ子

さ
ん（
２

年
生
）が『
優
良
賞
』を
受
賞
し
、

槇
原
さ
ん
は
中
国
地
区
大
会
の
鳥

取
県
代
表
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

白
イ
カ
と
牛
乳
の
炊
き
込
み
ご
飯

　

鳥
取
県
の
白
イ
カ
を
使
用
し
、

う
ま
味
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る

炊
き
込
み
ご
飯
に
仕
上
げ
ま
し

た
。
う
ま
味

が
さ
ら
に
出

る
よ
う
に
、

乾
燥
ト
マ
ト

も
使
い
ま
し

た
。（
槇
原
）

桜
海
老
と
ね
ば
り
っ
こ
の
ク
リ
ー

ム
ク
ロ
ケ
ッ
ト

　
牛
乳・チ
ー
ズ・桜
海
老
を
使
い
、

カ
ル
シ
ウ
ム
が
豊
富
に
と
れ
る
よ

う
工
夫
し
た
ク
リ
ー
ム
コ
ロ
ッ
ケ

で
す
。
米
粉
と
長
芋
を
使
う
こ
と

で
、
簡
単
に

成
型
で
き
る

こ
と
も
ポ
イ

ン
ト
で
す
。

（
中
野
）

「
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」で『
優
良
賞
』受
賞

鳥
取
短
期
大
学�

生
活
学
科
食
物
栄
養
専
攻

2023.12（22）

図書館 ・博物館 コラム ・学び

日 日時 所所 場所 料 料金 持 持ち物 申 申込先



問�市立図書館（あ４７－１１８３／い４７－１１８０）�
せきがね図書館（あ／い４５－２５２３）

Ｌｉｂｒａｒｙ�市立図書館

１２月の無料相談会��※要申込
知財等無料相談会 ６日（水）13:00～16:00
ビジネス情報相談会 ６日（水）13:00～16:00
こころの相談 ８日（金）14:00～16:00
働き始めるための出張相談会 ９日（土）10:15～11:50
行政書士無料相談会 １７日（日）10:00～14:00
起業・経営なんでも相談会 ２４日（日）13:00～17:00

問（あ２２－４４０９／い２２－４４１５）

Ｍｕｓｅｕｍ 倉吉博物館

１２月の休館日
４日（月）、１１日（月）、１８日（月）、２５日（月）、
２９日（金）～令和６年１月３日（水）

自然ウオッチング⑩「国
こ
府
う
川の水鳥を見よう」

　１０月初旬から鳥取県に
もコハクチョウ、ガン、カ
モ類の飛来が始まってい
ます。カモ類のオスは越
冬地の日本に飛来すると
伴侶を得るため華麗な繁

はんしょくう
殖羽に換

か ん う
羽します。ちょ

うど今頃はオスの求愛行動や、つがいの姿を観察
できます。昨年度はアメリカヒドリ、ヨシガモなど
１２種の野鳥が観察できました。さまざまな鳥の
姿を観察できる機会です。ぜひご参加ください。
日令和６年１月８日（月・祝）午前９時半～１１時半頃
所国府川右岸河川敷（国府橋～和田橋手前）
【集合場所】倉吉市防災センター駐車場（福守町）
【定員】２０人�※令和６年１月４日（木）午前9時受付開始。
先着順。

【今月のオススメ本】
幸せなチームが結果を出す
及川美紀・前野マドカ／著　日経ＢＰ
　メンバーが幸せに働き、社会に
その幸せを広げていくことが、未
来も必要とされ続ける組織の条件。
ウェルビーイング・マネジメントが
注目を集める今、その基本と、幸
福が組織と働く人に与える影響を
解き明かし、その実践ノウハウを紹介します。

図書館からのお願い
　図書館の本や雑誌が貸出手続きなく持ち出され
たり、雑誌の付録が外されて返ってこないことが続
いています。図書館の資料は市民の大切な財産です。
大切に取り扱ってくださいますようお願いします。

【イベントのお知らせ】※参加無料。要申込。
鳥取大学サイエンス・アカデミー
【演題】身近な地域資料を見直す�～タウン誌『ス
ペース』から見える１９８０年代の鳥取～
【講師】小

おがさわら
笠原�拓

たく
さん（鳥取大学地域学部地域学科教授）

日１２月９日（土）午前１０時半～正午
所倉吉交流プラザ�第３研修室／【定員】３０人（先着順）
申問鳥取大学地域価値創造研究教育機構（あ０８５７－３１－
６７７７）

演劇の魅力に出会おう！
　鳥の劇場の俳優や演出家による指導のもと、戯
曲を読んだり、演技体験をおこないます。
日１２月２３日（土）午後３時～５時
所倉吉交流プラザ�第３研修室
【対象】小学校５年生以上／【定員】２０人（先着順）
申問鳥の劇場(あ０８５７－８４－３２６８）

アメリカヒドリアメリカヒドリ

☆展覧会のご案内☆
歴史民俗資料館企画展示
「写真で見る倉吉市７０年の歩み」
　倉吉市が誕生して７０年。
町の景色や人々の暮らしぶり
も大きく変化しました。倉吉
市の歩みをたどる懐かしい写
真を展示、ご紹介します。
日１２月６日(水）
～令和６年２月１４日（水）※予定

美術所蔵品展「生
い く た
田和

かずたか
孝の陶業」

　大胆で力強さが魅力の陶芸家・生田和孝作品
を展示します。
日令和６年１月１４日（日）まで

鳥取県中央書道連盟会作品展
日１２月１５日(金)～１７日(日)
　※最終日は午後３時まで

鳥取県シニア作品展
日１２月２０日(水)～２４日(日)

因
いんぱくやまじろ
伯山城写真コンクール巡回展
日１２月２７日(水)～令和６年１月２１日(日)
所博物館ホール

大蔵ざらえ
（昭和４６年）

△
◇

◇
□

○

△

◇

☆
☆

１２月の開館日カレンダー 日 月 火 水 木 金 土
■休館日�※１月は４日（木）から開館
○おはなしかい(11:00 ～）倉
◇あかちゃんのおはなしかい(10:30~)�倉
あかちゃんのおはなしかい(10:30~)�関
△おはなしかい（10:30 ～）関
□むかし話をきく会（11:00 ～）�倉
☆外国語でおはなしかい（11:00 ～）�倉
▽音読教室（10:30 ～）�倉

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 111213 14 1516
17181920212223
24252627282930
31
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１
人
目
の
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
直

後
、
自
宅
か
ら
近
い
こ
と
を
理
由
に
、

倉
吉
最
上
試
作
工
房
の
前
身
と
な
る
工

場
に
入
社
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
試
作

事
業
が
三
朝
町
か
ら
市
内
に
移
転
し
た

際
、
仕
事
内
容
は
も
ち
ろ
ん
同
僚
や
社

風
が
好
き
す
ぎ
て
倉
吉
勤
務
を
希
望
し

ま
し
た
。

　
工
房
で
は
、
カ
ー
ナ
ビ
や
ス
マ
ホ
な

ど
に
使
用
さ
れ
る
電
気
・
電
子
部
品
を

量
産
す
る
前
に
、
品
質
・
機
能
・
デ
ザ

イ
ン
形
状
な
ど
を
試
作
・
成
形
加
工
し

て
い
ま
す
。
以
前
は
、
宇
宙
で
使
わ
れ

た
部
品
を
試
作
し
た
こ
と
も
あ
る
そ
う

で
す
よ
。
製
品
に
な
る
前
の
部
品
を
試

作
す
る
た
め
、
い
つ
も
新
し
い
こ
と
に

挑
戦
し
て
い
ま
す
。
経
験
を
積
め
ば
積

む
ほ
ど
成
長
を
実
感
で
き
る
と
こ
ろ

に
、や
り
が
い
や
楽
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

　
「
社
員
が
幸
せ
で
あ
る
」が
会
社
の

モ
ッ
ト
ー
の
１
つ
な
ん
で
す
が
、
毎
年

Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
し
た
り
、
休
み
が
取
り
や
す

か
っ
た
り
、
家
族
と
楽
し
い
時
間
を
過

ご
せ
る
福
利
厚
生
企
画
が
あ
っ
た
り

と
、
社
員
は
も
ち
ろ
ん
家
族
も
大
事
に

し
て
く
れ
る
会
社
が
大
好
き
で
す
。

　
現
在
は
プ
レ
ス
加
工
や
検
品
を
担
当

し
て
い
ま
す
が
、
知
識
を
増
や
し
て
金

型
設
計
な
ど
に
も
挑
戦
し
た
い
で
す
。
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倉吉市ホームページ　   https://www.city.kurayoshi.lg.jp/　印刷／山本印刷株式会社

 

倉吉市の人口（住民基本台帳）�R5.10月末現在
男：21,028人（－22）　女：23,278人（－38）�
計：44,306人（－60）���20,533世帯（＋9）

倉吉市中河原５２６－３
https://kurayoshi-ssk.amebaownd.com/
初任給　規定による（年齢、経験、能力考慮）
採用実績(R4)�　新卒１人
平均年齢　３６．１歳
勤務時間�　８時間／日
平均残業時間　１５時間／月
有給平均取得日数　１２日／年

取材協力

中華料理�金龍
生田４８５　あ２９－５１５１

　

倉
吉
市
に
は
た
く
さ
ん
の
企
業
が
あ
り
、

多
く
の
若
者
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。こ
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
そ
ん
な
企
業
や
若
者
の
活
躍
を

紹
介
し
ま
す
。

　
就
職
を
控
え
る
生
徒
や
学
生
の
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
倉
吉
市
で
働
き
・
暮
ら
す
と
い
う
未
来

を
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

お客様の望む製品を形にするため、
材料を選定し、抜いたり折り曲げた
りといった工程を設計します。

設計された工程に従って、試作品を
作ります。プレス加工では不良品を
防ぐための掃除が欠かせません。

株式会社�倉吉最上試作工房株式会社�倉吉最上試作工房
試作事業部試作事業部

中中
なかまつなかまつ
松松　　美美

み ほみ ほ
穂穂��さん（３７）さん（３７）

東伯郡三朝町出身　平成２５年入社東伯郡三朝町出身　平成２５年入社

毎日がmake＆try毎日がmake＆try
いつも新しいことに挑戦いつも新しいことに挑戦

Job Encyclopedia In Kurayoshi

倉
吉
し
ご
と

　図
鑑

Vol. 9
市内の製造業を紹介
したパンフレットはこ
ちらをご覧ください。

あなたのあなたの
倉吉での過ごし方は？倉吉での過ごし方は？

　昼食や勤務後のテイクアウトに、職場近くの中華料
理店「金龍」をよく利用します。おすすめは麻婆飯です。
スパイスが効いた本格的な甘辛さがおいしいんですよ。
　会社に来られたお客様と一緒に食べに行くこともあ
ります。お客様はラーメン定食を頼むことが多いので
すが、いつも定食の量の多さで話が盛り上がります。
ラーメンにチャーハンや唐揚げなどがセットになって
いるんですが、ラーメンもチャーハンも１人前はあるん
じゃないかという量なんです。ぜひ試してみてください。


